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平成3年度

....... ザ・ 報 第325号

富山大学説明会に多くの高校生が参加
一一一 今年度から全学部で実施一一一

去 る 7 月31 日 （水） 黒 田講堂を は じ め 各学 部 を 会 場

に 高校生を対象 と し た 富 山 大学説明 会 が 、 開催 さ れ ま

し た 。
今回で 4 回 目 の 開催 と なる この大学説明会 は 、 大学

進学 を 目 指す高校生に本学 へ の 理 解 を 深 め て も ら う と

と も に 、 進路選択 の 情報 を 大学が積極的 に 提供する こ

と を 目 的 に 実施 さ れ る も の で、 今年 は 全学 部 の 参加 に

よ り 行わ れ ま し た 。

梅雨明 け 前 の暑い 日 差 し の 中 を 富 山 、 石川両県 を は

じ め 新潟県、 岐阜県 、 長野県 、 滋 賀 県 か ら も 高 校 生 が

参加する な ど 、 530人 も の 高校生 の参加 が あ り ま し た 。

砂 全体説明会場の黒田 講堂は高校生 強
で満員となった

午前 の 全体説明 は 、 小黒学長 の 挨拶 に 始 ま り 増 田学

生部長 の 大学の 概要説明、 平成 4 年度本学入試 の 概 要

説明 の 後 、 大学紹介 ビ デオを上映 し 、 引 き 続 き 、 各学

部長か ら 学部 の 紹介が あ り ま し た 。

午後 か ら は 、 そ れ ぞれ各学部 の 会場 へ移 っ て 学 部 説

明 会 が 行 わ れ 、 各学部学科 の 教育 ・ 研 究 内 容等 の 紹介

や実験室等 の 見 学 の ほ か 、 附属図書館 や情報処理 セ ン

タ ー の 見学 も あ り 、 午後3 時 10分頃 に 終了 し ま し た 。

各学部説明 会 の 参加者数 は 、 人 文 学 部 が 176人 、 教
育学部が207人、 経 済学部が 153人 、 理 学 部 が57人 、 工

学部が89人、 合計682人で し た 。

是主 場ト 岬帯魚了、識幾務総‘ ￥ 

‘ 午後からは、 各学部

に分れて実地に説明

を受け る
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本年度第 3 回評議会 （ 5 月 10 日 開催） に お い て 、 大
学審議会 の答申 が 出 さ れ 、大学設置基準が大綱 化 さ れ
る こ と に よ り 、大学 は 自 主的 な 努力 に よ り 、 い か に 活
性化 し 得 る か が今 後 の 大学 に 課 せられ た 最重要事項 と
な る こ と 、 ま た 、平成 5 年度以降 18才 人 口 の激減期 が
到来す る こ と を併せ踏ま え て 、本学 に 「大学教 育 改 善
検討委員会」 を設置 し 、大学教育 の 改善 に つ い て 鋭意
検討す る こ と に な り ま し た 。

こ の 委員会設置 に よ り 各学部 （部） か ら 委員 計 20 名
が選 出 さ れ、去 る 6 月 4 日 第 1 回 委員会が開催 さ れ 、
席上大井学長 か ら 、大学 を取 り 巻く最近の学術の進展、
技 術革新、国際化・情報化の進展等に 十分対処できる
大学教育 が社会 の 要請であ り 、本 学 に お い て も 、 こ の
要請 に 応 え る べ く 検討 を開始 し た い と し て 、次の 4 項
目 に つ い て諮 問 が な さ れ ま し た 。

1 一般教育 と 専門教育 の 在 り 方
2 開設授業 科 目 と カ リ キ ュ ラ ム の大綱
3 一般教育 の 実施組織 の 在 り 方
4 そ の 他大学教育 の 改善 に 関 す る 事項

報 第325号

次 い で、委員 の互選 に よ り 教養部 瀧津 弘 教 授
が委員長 に 選 出 さ れ 、平成 4 年 3 月 末を 目 途 に答申 を
ま と め る よ う 各学部 （部〉教務委員会 ・ 教授会 と 連携
を図 り な が ら 十分審議 し て い く こ と 等が話 し 合 わ れ ま
し た 。

以後精 力 的 に 委員会が開催 さ れて い ま す 。 今後 の 委
員 会 の 動向 に 十分 注 目 し な が ら 、 よ り 良 き 大学教 育 の
改善 に 向 け て 積極的な 審 議 が期 待さ れ て い ま す 。

企 いよいよ大学教育の改善に向けて動き出した五福キャンパス

� [> 
平成4年度富山大学入学試験に関する

4 高等学校と大学との懇談会を開催 W
平成 4 年度富山大学入学試験 に 関 す る 高等学校 と 大

学 と の 懇談 会 が去 る 7 月 31 日 （水）午後 か ら 黒 田 講 堂
会議室で開催 さ れ ま し た 。

こ の 懇談会 は 、本学の 入学試験 に つ い て 高等学校 の
進路指導担 当 教諭 に 理 解 を 求 め る こ と を 目 的 に 開催す

' l＇� ’b 

-4ー

る も ので、今年 は富山 ・ 石川両県のほか に 岐阜県 ・ 滋賀
県の高校か ら も参加希望が あ り 、70校7 1 人 の 高校教諭 と
各学部長 ・ 教養部長 ・ 学生部長等の本学教官 の 出席 に よ
り 、 2 時間半にわ た り 熱心に懇談が行わ れ ま し た 。
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唾三⑧：総．ぷ総滋詰ミ主：誌；滋絞｛｛

：［ 学長退任に当たつて ｜ 
前学長 大井信一 ｜ 

樹々の緑も鮮やかな
風薫るさわやかな季節
になりました。 関学記
念日に当たり、今 年度
の永年勤続者表彰も滞
りなく終了して、 旬日
後に追った退任の日を
f寺つばかりとなりまし
fこ。

顧みますと、昭和23年 1月、工学部の前身である高
： － 岡工業専門学校に奉職以来今日まで、43年間富山大学
・：にお世話になったことになります。その問、評議員 5
．期10年、工学部長2期 4年、そして学長として2期 6

年の問、管理運営に携わり、多くの教職員の方々に御
協力をいただき今日に至りましたわけで、深く感謝い

〈たしております。
学長に就任したのが昭和60年6月でありますが、 ま

：：さに「激動と混迷」の時代といわれた60年代の幕開け
ど でありました。プラザ合意による円高、ドlレ安の急進
． は輸出に重点をおく産業界に甚大な打撃を与え、どう

なることかと思われたが、徹底的な合理化と創造的な
． 技術革新を目標とする企業努力によって、幾多の困難

を克服して今日の経済大国になったわけであります。
＼このような経済、社会情勢の推移は、大学にも形をか
． えて種々な問題を提起したのであります。例えば、明
．治以来の欧米追随や技術導入が行き詰まるという心配

から、創造性、独創性を開発する教育が強く叫ばれ、
にわかに大学入試改革や教育改革が始まりました。産

－・． 業界の技術革新の動向が産学協同の機運を助長し、テ
：クノポリス構想の実現とあいまって、技術教育の環境
．－ 改善に大きなインパクトを与えました。また、世をあ
：：げて国際化、情報化時代を迎えました。

入試改革については、国立大学の受験機会の複数化
を目指して、東海・北陸地区においては、昭和61年1

． 月の名古屋大学における学長会議を皮切りに何度か討
． 議しました。本学は金沢大学と同じ日程で入試を実施
－：したいと強く主張したのですが、大学の規模、学部系

統別等を考慮してバランスよく分かれることになり、

金大と本学は連続方式のAとBに分かれることになり に
ました。しかも実施してみると、B日程の場合、 受験：：：：
生の急増対策と合格者の確定に極めて困難を生じ、 つ：：：
いに平成 4年には分離分割方式へ移行せざるを得ない・：：：
という結末になって撫然としています。

産学協同あるいは産学官交流については、地域共同 日
研究センターが全国に先駆けて、神戸、熊本と本学に：：：：
設置されたことと、テクノポリス構想による富山技術よ：：
開発財団や技術交流クラブが隣接して出来たことなど：ど
から、連携して活発な活動を展開しました。センタ一三：
長の努力により技術者研修、各種セミナーの開催、 産－：－：
学技術交流の各種プログラムの実施、技術交流クラブ：－：：
との共催行事など多くの成果をあげており、技術開発、＼：－
教育研究 に少なからぬ貢献をしていると自負していま
す。勿論、産学協同の理念や大学の主体性など懸念さ
れることもなく、 今後一層の成果を期待しているとこ
ろです。

国際交流については、中曽根首相の留学生受入れ10
万人構想により準備のないまま走り出した感が深い。
本学では既に昭和59年に遼寧大学との交流協定が締結＼：
されていたが財政的基盤はなかった。そこで富山大学 ・・
国際交流事業後援会を設立して1億円を目標に企業、
同窓会及び教職員から浄財を仰ぐことにし、昭和61年
9月から2年間の募金活動を始めたのです。企業への
寄附要請は学長が当たることになりましたが、何しろ
円高ショックの折から薄く広くというわけで300社以
上回ったと思います。期間内にどうやら目標額に達し、
更に富山県から別途1500万の寄附もいただき、それら
の果実によって今日、細々ながらも自前の交流活動が ．
行えるようになり、御同慶に堪えないところです。 一一
方、留学生の数も年々倍増し、本年度は90名にも達し、·.
教育や生活援助などに問題も多く、ますます受入れに
困難が伴うことでしょう。

話しは変わりますが、校門を入ると右側に、白亜の0・
殿堂、黒田講堂が本学のシンボlレとして威容を誇って：〈
います。黒田家の御高志により、平成元年11月に改築
竣工したものですが、竣工までの曲折は他日の思い出 三 ：
となりましょう。黒田家への感謝の念を忘れず．広く活

-5-
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．用されることを祈念します。

戸.1.1,寸・

6 年の問、多くの方々 の御協力をいただき、私は本
－当に幸せであったと思います。特に毎 年の概算要求事

・：項の文部省折衝に当たる局長を始め事務局の方々と、
．－当該学部長や事務長の密接な連携プレーによって、多
－：くの予算獲得が実現したことに深く感謝しています。
－特に、工学部の大学科制への拡充改組による博士課程

＼設置への準備や経済学部拡充改組と大学院修士課程の
設置、水素同位体機能研究セ ン タ ーへの転換などは、

唖二言：総湾問

忽 を

窓から外を見ると呉
羽山は緑が深く、 蝉時
雨に包まれているこの
時期に［冬を迎える］
というのは、おかしい
と思われるでしょう。
勿論、これは比轍的に
述べているので、 現在
の（我が）大学がおか

：：れている現状を一言で表すならば、この言葉が最も適
：：切ではないかと思います。それは悲観的過ぎると思わ
と れるかもしれません。実は、私自身もこのような言葉
：：を思い浮かべることは、神経質になり過ぎているので
と はないかとも思います。しかしながら、以下に述べる

：：ように過去の実態を顧み、現状を分析すると、この結
：：論は変わりそうにありません。

もはやほとんど忘れられたようなことですが、二十
：数 年前オ イ ルショックが起こる直前まで、日本の産業

＼．界は何の不安もなく、順調に発展するように見えまし
－：た。しかし、あの危機が起こるや、楽観ム ー ド は一転
ょして見通しは暗転し、浪費はおろか、全ての消費が引

：：き締めの対象になりました。省エネル ギーが叫ばれた
つのもその頃でした。大学がその影響を受けないわけは

ありません。上向きであった大学の伸び率がぴたりと
： ： 止まりました。大学改革の嵐が吹き荒れたのも、それ
と と前後しておりました。オ イ ルク ラ イ シスに対して日
：：本の経済、産業界は減量、多角経営化、新システム及
：：び製品のハイ テク化で対抗し、危機が去った後では、
：それ以前より格段に生産性と競争力を増しておりまし
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これらの方々 の熱心な御努力によって始めて実現した． ．
もので、本学の発展に尽くされた御功績は極めて大き
いと感謝しております。また、忘れてならないのは学
生部長と学生部の御苦労でありました。6 年間にいろ
いろ騒々 しいことがありました。頑なで近視的な私に．．
比べ、柔軟で、しんの強い学生部長の補佐がなかった
ら、勤まらなかったと思います。最後に、教職員各位
の御健康、御活躍、御多幸と富山大学のますますの発
展を祈念して、お別れします。

え て
学長 小黒千足

た。一方、大学は何をしていたのでしょう。まず大学
改革について簡単に触れましょう。当時の大学、ある・：：
いは大学制度がはらむ問題や矛盾点について内部から：：：
の告発に対し、ほとんど何もせずに頭を低くしていた－
だけだったのではないでしょうか。一部の行き過ぎや.·
勇み足に救われて、結局自己改革なしに終わったよう
な気がします。予算の面でも同様なことが言えそうで
す。オ イ ルク ラ イ シスを通じて、どのような改革が行
われたでしょう。何か対策はありました。例えば、 不
要な電燈は消す、暖房温度を低く保つ、更にはス ト ッ
クを減らす等々 です。予算の伸びは低くても、大学は：：
運営されていましたし、研究を積極的に進めていたと
ころも少くありませんでした。しかしながら、それら
は皆、個々の努力に頼り、個のレベルでなされたこと
です。組織として、大学全体として、この問題に対し．．
てどれだけ論議があり、改革がなされたでしょう。私。・＼
は何もなかったように思います。 ：：：： 

もう少し予算に焦点を当てましょう。校費が昭和55・：－：
年以来ほとんど据え置かれている上、現在、施設整備
関係費が当時の見以下にまで落ち込んでいることを考
えると、いかに大学の予算が窮屈になっているかよく よ ：
理解が出来ます。文教政策や基礎科学の重要性が叫ば 日 ：
れますが、実態はますます悪化していると言っても過
言ではありません。しかも、それを繕う方途のーっと．．
して、大学自体の収入増が奨励されてきました。不足。：．：
分は一般会計より繰り入れされてしかるべき国立学校。：J
特別会計が、授業料や病院収入などを含めて収入増が：：－
推奨されるのでは、国は教育をどのように考えている
のか疑問を感じます。また、最近校費の選択的配分と
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－：か重点配分が一部でささやかれ始めました。我 々 は税
：金の上に安住することは出来ませんが、上に挙げたこ
：とは大学を取り巻く財政状況が我々 の考える以上に厳
しく、解決策が思いもよらぬ方向をたどる可能性を示

：：しております。 話はさかのぼりますが、戦後の新し
－：い教育制度が作られたとき、大学の理想像が追求され、
：：いわゆる旧制の大学と異なる組織が出来ました。しか
：・し、旧制大学が持っていた欠点の幾つかは依然として
：：残っておりました。その一つは［天上天下唯我独尊］

－：的で、他からの批判を受け付けないことでした。勿論、
：：研究や講義内容は自由で他からの干渉を排除すること
Jは、学問と教育の独立性と信条の自由を守る上に必須
：：です。しかし、ここで指摘されるのは大学の保守性、
－：組織の非効率性、自浄作用の低さなどです。もはや過
．：去の亡霊であるはずの〔象牙の塔］的体質が多かれ少

なかれ残っており、それが他からの批判、助言を受け
：入れない素地を作っておりました。また、それは大学
：外の社会の変化に大学が対応出来ない遠因でもありま

．した。そのような状態が10年、20年と続き四半世紀も
．・過ぎると、大学外から大学の硬直化が指摘され、やが
．てそれは大きな外圧となりました。これについては後
－：で触れます。しかも、この硬直化を大学人自身も知っ

・：ていたのに、それを改善する努力が足りなかったこと
．：は、指弾されてしかるべきです。

一方、新制大学が発足したとき、大学教育には全人
：：：教育、教養としての教課は必須であるとの理念に基づ
：： き、それに該当する教科が取り入れられました。また
：ー更に、それを強化するため、一般教養課程を専門教科

：と切り離し、教養部として独立させることが一部で行
－：われました。この考え自体は決して非難されるべきも

－：のではありません。しかしながら、これも長い年月を
・経過すると欠点が顕在化してきました。例えば、全国

：：の大学の画一的教科の設定、一般教育課程担当教官の
．固定化、マスプロダクショ ン的授業、高等学校での授

と 業内容とあまり差がなく、大学入学の感激を削ぐよう
．・な講義、等々 枚挙に暇がありません。これらの 中には
：： 構造的欠陥に基づくものもあれば、教官個人に帰せら

－：れるべきものもあります。しかしながら、その原因が
：いずれにあるにせよ、これらの欠点は久しく指摘され、
＼改善が求められておりました。

報 第325号

これらの状態に業を煮やした外部が、ついに半強制。人
的に改革を求める事態になりましたが、顧みればこれと：
は半ば必然的な結果でした。その一部は、中央教育審：
議会の提言により設置（昭和59年）された臨時教育審：．：

議会の答申中、高等教育（特に大学）に関する部分に・：：
盛られております。更に、その後（昭和61年）設置さ：：．
れた大学審議会による具体的な答申が幾つかありまし と ：：
た。中でも平成3年 2月の［大学教育の改善について］日：
は、まさにその核心をつくものでした。大学人はそのだ
内容のすべてを是認しているとは思えません。しかしく・：
ながら、審議会の委員は学識経験者をはじめ各界一流ソ
の知識人よりなり、それらの委員の意見に基づく答申＼：
であるという現実は無視できません。また、その内容：：：
に論理的に反論するのは困難なように思えます。しか ：：：：
も、その大要が異例の早さで省令の改正（平成3 年 7・： ：
月 1 日施行）となって我々 に突きつけられました。特 ：：：：

に［大学設置基準の一部改正］は問題で、これを読めつ・：
ば読むほど、対応の重大性が浮かび上がってきます。
しかし、関心をはらってみなければ、ごく一部以外は どと
何も対応せずに、現状のままでも十分に対処出来そう．：
な感じがします。では、本当に何もしなくてもよいのく：：
でしょうか。私は決してそうは思いません。何故なら十：
ば、この改正が上に述べたような歴史を背景にして行：：・
われたものだからです。したがって、多くの大学が何 ：－：
等かの対応を迫られていると認識し、それに苦慮して 日
いるのが実情です。一方、もしも対応するとなれば、
既存の思考や機構を大幅に変える必要があります。そ：·：・

のような変革が本当に計画され、また実行可能なので
しょうか。

国立大学の法人化が一部で本格的に論議されているふ：
ことは、いまや公然の秘密です。私は国立大学の使命・：－
は法人としての性格にはそぐわないものだと思ってお と ：
ります。大学での研究や教育の成果は、長期的展望に：：・
たってみるべきものです。また、現実の社会にすぐに・・
直接役に立つような研究成果は、百にーっか千に一つつ・：
実ればよしとしなければなりません。しかしながら、
残りは無駄かというと、決して無駄ではなく、それは：：：：

絶対に必要な部分なのです。千にーっという場合、残ー：：：
りの999がなければその 1 は在り得ません。裾野がな：・：：
ければ頂上は存在しないのです。高次の研究と実社会

一7-
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る 理 由 も あ り ま し た が 、 入学試験 の 内 容や方式の点検、 ．．：

カ リ キ ュ ラ ム の 改善、 大 学 の P R、教官 の充実な ど 、

当大学 と す る と 、 か な り 大 き な 改 良 が な さ れ ま し た 。

し か し 、 国立大学受験者 の 20% に 達す る 大幅な 受 験 人。；：

口 の 減少が現 実 に な っ た と き 、 そ れま での 対策 が ど れ ・シ

だ け 有効か、 甚だ疑問 と 言わ ざ る を得 ま せ ん 。 私 学 でつ

は 、 ま さ に 存亡を か け て 対策 を 進 め て お り ま す し 、 国－：：：

立大学で も 先進的な大学 は 少な く あ り ま せ ん 。

与 え ら れ た ス ペー ス を か な り 超過 し た よ う な の で、

そ ろ そ ろ 収束 し な け れ ば な り ま せ ん 。 上 に 挙 げ た 事柄’：
・

．

は単独で、 あ る い は そ れぞれ関連 し て 我 々 に 迫 り つ つ・；：．

あ り ま す 。 私 は 、 対策 を誤 っ た時 の 10年後 の 富山大 学’：：．
を 見 た い と は 決 し て思いま せ ん 。 そ の 重 さ と 厳 し さ を よ・
例 え る な ら ば、 ま さ に［冬を迎え つ つ あ る ］ と し か 言

．と の か か わ り は 、 ど の 分野で も こ の よ う な も の で し ょ

＼ う 。 ま た 、 文化 と は そ の す べ て を 包含 し た も の で、 直

－： ち に 実社会 に 直接 役 に 立 つ も の の み を指 す の で は あ り

ま せ ん 。 や や も す る と 極 く 近未来への 直接貢献度 が 問

い よ う が あ り ま せ ん 。 し か も 、 身 を す く め て い る だ け ：と
で は 、 こ の 冬 は永久に過ぎ ま せ ん 。 そ の ま ま で は 春 は －：・

決 し て 来 な い の です。 こ の 冬を凌いで春 を 迎え る こ と ．：：

が 出来 る か ど う か は 、 有効な対策 を 、 ど れ だ け 早 く と

れ る か に か か っ て お り ま す 。 そ の た め に は 、 全 学 の 衆 つつ

知 を 集 め 、 英知 を絞る 必 要 が あ り ま す 。 大学全 体 の 繁 。：J

栄な し に 、 そ こ に 属 す る 個 が栄え る こ と は あ り 得 ま せ ．：

ん 。 大学 は勿論 、 自 ら の た め に も 、 上 に挙 げ た 諸 々 の ．

問題 を 各 自 が考え、対策を練 り 、 よ り 良 き 解決 策 が 得

．－わ れかねな い 法人組織 は 、 大学 （特 に 国立大学 ） に そ

： ぐ わ な い と 考 え ま す 。 と こ ろ で、 我 々 は こ の よ う な 動
．き に ど の よ う に 対 処 す れ ば よ い の で し ょ う か 。 考 え 方

．は 個 人 あ る い は 分 野 に よ っ て 、 ま た 、 ど の レ ベノレ ま で

：：考 え る かで も 異 な る と 思 います。 し か し 、 っ き つ め て

－：行 く と 、 あ る 方向 に 収 束 さ れ る の では な いで し ょ う か。

上 に述 べ た こ と を 、 別 な 視点か ら 補足 し ま す 。 研 究

：－ 対象 は疑 問 や 趣 味的 に 始ま り 、 研究者 は ど の 分野で、

・：何 を テ ー マ に し て も よ い 自 由 が あ り ま す （勿論 、 学部

－：や学科あ る い は講座 の よ う な 枠 は あ り ま す が 、 今 は そ

－：の レ ベJレの論議では あ り ま せ ん ） 。 し か し 、 そ う だ か

J ら と 言 っ て大学の 研究者が外部の 指摘や批判を無視 し

－：て も 良 い こ と に は な り ま せ ん し 、 社会 の 変 化 に 無 関心

：で良 い わ け で も あ り ま せ ん 。 上 に 述 べ た よ う に 、 百に

と 一つ 、 千に 一つ し か 実社会 に 直接 役 に た た な い こ と を

J 認識 す れ ば こ そ 、 な お さ ら 外部の 批判 に 耳 を傾 け 、 社

．・ 会 の 変化 に 目 を向 け る 必要 が あ り ま し ょ う 。 更 に 、 文

－：化 の 担 い 手である と 自 負 す る な ら ば、 時流 に 流 さ れ る

・ べ き で は あ り ま せ ん が 、 常 に 社会 の 動 き と 自 ら の 研 究

．ま せ ん 。 も し 、 外 部 か ら ［大学 は 社会 に 対 し て 貢献が

＼ 少 な い ］ と い う 非難 が あ れ ば 、 そ れ に は 明確 に 反 論 し

な け れ ば い け ま せ ん 。 そ れ は 大学人の義務で も あ り 、

：大学 を守 る す べで も あ り ま す 。 し か し 、反論 に は 論拠

：が必要です 。 我 々 は ど の 分野で何 を ど の よ う に 創造 し 、

． 文化 を 支 え 、 あ る い は発展 さ せ て い る か を 明 ら か に す

J る 必要 が あ り ま す 。 こ の 問 題 に は 当 然大学の機構 、 教

：育 も 包含 さ れ ま す し 、 社会 と の か か わ り あ い も 避け て

： は通 れ ま せ ん 。

全 く 別 の 要因です が 、 大学生 を 構成す る 人 口 の 低下

：：：が大学への 圧力 に な っ て き ま し た 。 こ の こ と が明 ら か

ー：に な っ て 久 し く な り ま す が 、 我 々 自 身 そ れ に 対 し て ど

ど れ だ け 対策 を 立 て て き た で し ょ う 。 こ の 問 題 と は 異 な

． ． ． ． ・ ．
・ ．・ ．・ ．・ ．・ ー・ ．・．－・ー・・ ． ． ． － ・． ・ ．・ －・ ．・ ． ． ． ． ． 
． ． ． ． ． ． 

． ． 

ら れ 、 そ し て そ れが実行 さ れ な け れ ば な り ま せ ん 。 富

山大学 の 教職員 す べ て が 、 こ れ ら の 問 題 に 真剣 に 取 り

組み、 最終的 に 良 い 結 果が得 ら れ る こ と を心か ら 願 っ

あ る い は教育を比較較正す る べ き です 。 も し 、 外 部 と

：： 完全 に 隔絶 し て 何か を す る の で あ れ ば、 そ れ は 個 人 の

趣味で、 大学で公 的 な 予 算 を 使 っ て 行 う こ と で は あ り

て お り ま す 。
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本学附属図書館の当番で

品拍手・ 報 第325号

第38回国立大学図書館協議会総会
一一一 富山県民会館に全国立大学から参集一一一

第38回国立大学図書館協議会の 本年度総会が、 去 る

6 月 2 7 日 （木 ）、28 日 （金）の 両 日 本学附属 図 書 館 が 当番

館 と な り、富山県民会館 を会場に開催 さ れ ま し た 。

同 総会 は 、全国立大学96大学 と 放送大学が構成員 と

な っ て 年 1 回開催 さ れ て い る も の で 、各大学か ら計2 42

（第一分科会）

1 . 学内 研究文献、情報の収集、提供体制 に つ い て

2 .  I L  L システ ム の 構築 と 図 書 館 の 対応 に つ い て

3 . 外国雑誌 の 購入業務 の 簡 素 化 と 合理化 に つ い て

（電子媒体 の 利 用 ）

4 . 図書館業務 に お け る 電子的手段 の 導入 に つ い て

( C D-RO M、 光 デ ィ ス ク に よ る 学術情報 の

提 供 ）

5 . 大学図書館 の 一般公開の そ の 後 の 状況 と そ れ に
伴 う 生涯学習 に つ い て

6 .  「大学審議会答申 」 に 対 す る 大学図書 館 の 対 応
に つ い て

（図書館 の 自 己評 価 を ど の よ う に す る か ）

7 . 平 日 の 夜 間開館並 び に 土曜 日 、 日 曜 日 の 利 用 者

への サ ー ビ ス に つ い て

8 . 週 40時間勤務体制 の実施 と 図書館 の 対 応 に つ い

て

9 . 大学図書館 に お け る 利 用 者教育 に つ い て

10. 資料 の 保存 に つ い て

（酸性紙 に よ る 劣化 と 防止対策 に つ い て ）

名 の 参加 の ほか、文部省か ら 、鴫野学術情報課 長 、 井

上大学図書館係長 の 両氏が、 ま た 、 オ ブザー パ ー と し

て学術情報セ ン ター等 か ら 6 名 の 出席 が あ り、分科会、

全体会議 を通じ て終始熱心 な 討議が行わ れ ま し た 。

な お 、 分科会に お け る 協議事項 は 、次 の と おり。

（第二分科会）

1 . 学術情報ネッ ト ワ ー ク の支線網 整備促進 に つ い
て

2 . 週 40時間勤務体制への対応 に つい て

3 . 図書館事務組 織 の 見直 し と 業務の 外部委託に つ
い て

4 . 保存図書 館 の 設置 に つ い て

5 . 資料保存 に つ い て （酸性紙 の 問 題 ）

6 . 図書館専門 職 員 の 人材 パ ン ク に つ い て

7 . 人文社会科学分野 に お け る 古典籍等 の 文献の 処

理を担当 す る 専門職員 の 養 成 に つ い て

8 . 小規模図書館 に 対 す る 図書館専門員 の配置 に つ

い て

9 . 留学生 に 対 す る 図書 サ ー ビス に つ い て
10. 図書館員の 海外研修 に つ い て

- 9 -



第325号報戸..... 寸・平成 3年8 月 発行

平成 3 年度富山大学永年勤続者表彰式 が、本学創立

記念 日 の去 る 5 月 31 日 （金） 午前 11時か ら 事務 局 大 会議

室 に お い て行わ れ ま し た 。

表彰式 に は 、 各部局長等多数 が列席され、35年 勤 続

及 び 2 0年勤続 の一人一人 に 、 大 井学長 か ら 表彰状 と 記

念品 が贈 ら れ、引き 続 き 、学長 の 祝辞 が あ り 、 こ れ に

対 し て 、被表彰者を代表 し て 、多 々静夫工学部 長 か ら

謝辞が述べ ら れ ま し た。

閉式後、事務局 中会議室 に お い て、永年勤続 者 を 囲

み祝賀会が催され 、永年 の 労 がねぎ ら わ れ る と と も に

和 や か な 雰囲気の う ち に 表彰 式 を終了 し ま し た 。

表彰され た方々は、 次 の と お り です 。
大井学長から表彰される永年勤続者
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... 永年勤続者を囲ん で記念撮影

大井前学長に名誉教授の称号授与

平成 3 年 6 月 12 日 限 り 任期 満了 に よ り 退職 さ れ ま し
た前富山 大学長大井信一氏 に 対 し 、 平成 3 年 6 月 2 1 日
付 け で富 山大学名 誉教授 の 称号 が授与 さ れ ま し た 。

名 誉教授 大 井 信
台北帝国大学卒業
理学博士

大井信一前学長 は 、 昭和20年 10月 台北帝国 大 学 理 学
部化学科 を 卒業後、 東亜噴業株式会社勤務を経 て 、 同
23年 1 月 高 岡工業専門学校講師、 同26年 4 月 富 山 大学
助教授、 同 38年1 1 月 同大学教授 と な り 、 同 44年 1 0 月 か
ら 同58年 4 月 ま で富山大学評議員 、 同54年 4 月 か ら 同
58年 4 月 ま で富 山 大学工学部 長 を 併任、 その後、 同 60
年 6 月 富 山大学長 に 昇任 さ れ 、 平成 3 年 6 月 12 日 限 り
任期満了 に よ り 退職 さ れ ま し た 。

こ の 問、 同 氏 は 、 43年有余の 永 き に わ た っ て 、 人 格
清廉、 温厚に し て識見高く、 た ぐ い ま れ なる 教 育 者・
研究者 と し て 、 学生の教育 と 大学 の 管理運営 に 努 め ら
れ ま し た 。

特 に 、 管理運営面で は 、 昭和39年以来懸案 と さ れ て
い た 工学 部 の 統合移転 の 実現 に 尽庫 し 、 富 山大 学 長 就
任後 は 、 経済学部 の 学科 を 改 組 し 、 職業人 の 再 教 育 を
可能 と する 昼間主 コ ー ス 及 び夜 間主 コ ー ス を 設置、 時
代 に 対応 し た新 し い学際領域 を 具備 し た 大講座制 を 取
り 入 れ た 工学 部 の 学科改組、 聞 か れ た大学 と し て 、 共
同研究等を通 じ て高度技術 の 開 発 と 地域産業 の 発展 に
貢献する 地域共同研究 セ ン タ ー の設置、 ト リ チ ウ ム 科
学 セ ン タ ー で培 っ た 技術 と 知見 を 基 に 、 水素同位 体 の
有効利用 につい て研究する 水素同位体機能研究セ ン タ ー
の設置、 及 び大学院人文科学研究科 ・ 大学院経済学研究

科 を 設置 さ れ ま し た 。 更 に 、 前学長か ら 引 き 続 き 懸 案
と さ れて い た 黒 田 講堂 の 改築、 構 内交通規制 の 実 現 を
図 り 、 富山大学の充実発展 に 大 い に 貢献さ れ ま し た 。

ま た 、 教育・研究面 に お い て は 、 永年 に わ た っ て 分
析化学及 び反応工学 に 関 する 特 色 あ る 講義を担当 さ れ、
幾多 の 有為 な 研究者 ・ 産業技術者を 育 て ら れる と と も
に 、 数多くの研究成 果を挙 げ ら れ ま し た 。 特 に 、 分 析
化学 の 分野での 分光光度法 の 研究 に つ い て は 、 各 種 金
属錯体 の 生成 に 基づく吸収 ス ペ ク ト ル変化を 系統的 に
解 明 し、 材料試験及ひヲrJ<質検査 の 高精 度迅速化 に 大 い
に寄与 し 、 ま た 、 反 応工学分野での 一連の異相系反 応
の研究で は 、 物質移動過程、 触媒表面反応等 の 研 究 を
行 い 、 化学反応 プ ロ セ ス に お ける 解析手法 の 適正 化 に
務 め ら れ ま し た 。 こ れ ら の 成 果を学会等に お い て 発 表
し、高 い評価 を 得 て お ら れ ま す 。

一方、 学外 に お い て は 、 日 本分析化学会、 電 気 化 学
協会、 化学工学協会等に所属 し 、 日 本分析化学 会 評議
員 を 始め 数多くの 要職 を 歴任 し 、 学 術 の 振興に貢献 さ
れる と と も に 、 富 山 県総合開発審議会委員 、 富 山 県産
業教育審議会委員、 富 山 ジ ャパ ン エ キ ス ポ 協会参与等
の 要職 を 努め 、 地域社会 の 教育、 科学技術及 び産業 の
振興に 大 い に尽力 さ れ ま し た 。
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ぼ総務四四容務総彩没後窃怒豆腐�総総務会W鰍WA'o/A'o/A�宗総務側

総務紛紛蕊弱気汚祭器概燃側察初会w���燃側約於燃浮鰍w���総夕食験総｜
平成 3 年 度 富 山大 学 技 術 職 員研 修 が 去 る 7 月 23 日

（火 ）か ら 7 月 25 日 （木 ） ま で の 3 日間富 山大学事務 局 大

会議室に お い て実施 さ れ ま し た。

本研修 は 、 富 山大学の 教室系技術職員 （施設 系 職 員

を 除 く 。 ） に 対 し て 、 その職務 に 必要 な 知識 、 技 術 及

び安全管理等の知識を修得 さ せ 、 も っ て職務 遂 行 に 必

要 な 能力 、 資質等 の 向上 を 図 る こ と を 目 的 に 実施 さ れ

た も の で 、 研修 日 程 及 び受講者 は 次 の と お り で す 。

（研修 日 程 ） 志窓議／ ：A
.6. 技術発表をする受講者
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（受講者）
庶務 部 庶務 課 高塚 清文 工 主i子孟孟． 部 大 山 達雄
経 理 部 主 計 課 土田 敏雄 ，， 桐 昭弘
人文学部 ・理学部 田村 与市 II 高瀬 博文

II 岩城 康光 ，， 豊本 勉
教 育 学 部 奥 田 都 II 中 村 善志

，， 片山 好孝 II 谷 口 泰一
ノ〆 増 山 照夫 II 藤岡 和 典

工 A子以一， 部 高安 勇吉 ，， 中 尾 良行
，， 北 村 岩雄 ノ／ 二宮 英治
， ，  柴田 幹 ，， 高村 浩之
，， 桶田 哲郎 II 山田 聖
，， 吉津 書夫 水

研
素
究

同
セ

位
ン
体 機

タ
能ー 三宅 均II 友坂 敏信

ノノ 西村 昭治
II 渡辺 秀一 以 上
II 室谷 和雄
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＋�吋吋吋吋吋・4・4吋吋吋・�·�·�吋吋吋吋吋吋吋吋吋・4吋・4吋吋吋吋・4吋吋吋吋吋吋吋吋吋・�·�·�・4吋吋吋・＋＋イベ・4ベベベ吋吋吋吋・�·�・4・＋t - � ＋ j《感 想》 技術職員研修に出席して ； 
＋ 

； 工学部物質工学科 中村 善志 t 
f 7 月 2 3 日 か ら 2 5 日 に か け て技術職員研修が行わ れ ま こ と か ら 発表時 聞を 少々超過 し 、 ま た 、質疑応答対策 ：； し た 。 こ の 研 修 は技術職員の 待遇改善の一環 と 民 と し て 模擬防用意 し 山 川、不慣吋り ；

数年前 よ り 技術職員の組織化 と と も に 検討 を か さ ねて に よ り う ま く 返答でき ま せんで し た 。 降壇後、冷静なZ
Z きた も の が実現 し た も の で す 。 私達に と っ て、個 人 と 状態で あ れば充分な回答が出来 た こ と と 悔い て お り ま ：
干 し て の研修 は あ り ま す が、体 系 的 な も の と し て は 初 任 す。 r ： 者研修以来初 め て の も の で あ り ま し た 。 し か し なが ら 、 こ の 研修 に お い て発 表す る こ と の 機 Z
+ 研 修 の 内 容 は、講義 を聴講す る だ け で はな く 、 自 分 会 を 得、大変有意義な勉強を さ せ て も ら っ た こ と に 感 2
？ た ち の 日 常 の 成果 を報告す る こ と が挙 げ ら れ、全員技 謝 し て お り ま す 。 こ れか ら も 行わ れ る 技術職員研修 に 十
； 術報告書を提出 し 、 う ち 数名 の者が発表す る こ と と さ よ り 、資質 の向上 を 図 り た い と 思 っ て お り ま す 。 ： 
？ れ、私 も 発表す る こ と に な り ま し た 。 末尾です が、講師の方々や関係者の 皆様方に 厚 く お ：
： 今 ま で に こ の よ う な発表の 場 に 立 つ こ と がなか っ た 礼 を 申 し 上 げ ま す 。 i ・ト・ト・ト・ー－··・・ト・ト・ト・ト・ト・ト・ト・ト・ト・ト・ト・ト・ト・ト・ト・ト・ト・ト・ト・ト・ト・ト・ト・ト・ト・ト・ト·＞－·＞－·ー－·＞－・ト・ト・ト・ト・ト・ト・ト・ト・ト・ト・ト・ト・ト・ト・ト・ト・ト・ト·＞－・ト・ト・ト・ト・ト・ト・ト・ト ー

就職に関する講演会の開催

去 る 5 月 29 日 （水 ） 午後 1 時 か ら 経 済 学 部 2 0 1 番 教 室

に お い て 、本学 4 年次生を対象 に 就職 に 関 す る 講 演 会

が開 催 さ れ、延べ約180名 の 学 生 が聴講 し ま し た 。

当 日 は 、株式会社 リ ク ル ー ト 名 古屋支社事業推進課

長青 山憲吾氏 か ら 「最新就職情報、企業 の 選 び方等 に

つ い て」、ま た、富 山 県教育委員会教職員課 主 幹 久米

敏雄氏か ら 「教員需給 の 現況、教員採用 制度等 に つ い

て」 講演が あ り 、多数 の学生が メ モ を と っ た り 、 それ

ぞ れ の 講 演 に 対 し て熱心な質疑応答を行 う など、盛況

の う ち に 終了 し ま し た 。

qu
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人 事 異 動

異動区分 発令 年月 日 氏 名 異動前の所属官職 異 動 内 容

退 職 3 .  6 . 13 大井 信一 富山大学長 平成 3年6月 12日限り任期満了により退職した

昇 任 3 .  6 . 13 小黒 千足 教 授 （理学部） 富山大学長 （～ 7 . 6 . 12 )  

採 用 3 .  5 . 2 0  津田 明 彦 技術補佐員 （経理部主計課）

，， 浅野 一夫 ，， ，， 

，， 多胡 久 ，， ，， 

ノノ 森野 勇 ノノ II 

II 平井 徹 II ，， 

昇 任 3 . 6 . 1  前 田あ け み 講 師 （教育学部） 助教授 （教育学部）

ノノ 河本 肇 ノノ ，， ノノ ノノ

II 結城 善之 助 手 （ ，， 講 師 （ II 

II 竹川慎吾 助教授 （経済学部） 教 授 （経済学部）

転 任 3 . 6 . 1  小柳津広志 助教授 （教養部） 助教授 （ 東京大学農学部）

辞 職 3 .  5 .31 岸 豊美 事務補佐員（教育学部） 辞職を承認す る

併 任 3.5.2 平田 純 教 授 （人文学部 〉 人文学部長 ・ 評議員 （～ 5 . 5 .  1 )  

，， 浜 谷 正人 ，， ，， 評議員 （～ 5 . 5 .  1 )  

，， 堤山 淑郎 ，， ノノ ノノ ，， 

II 水谷 義彦 II （理学部） ノノ ，， 

II 風巻 紀彦 ノ／ ／／ II II 

3 . 5 . 9  増田 信彦 ，， （経済学部） 学生部長 ・ 評議員 （～ 5 . 5 . 8 )

，， 増田 信彦 ノノ ／ノ 評議員の併任を解除す る

〆ノ 中藤 康俊 ノノ ，， 評議員 （～ 3 . 7 . 31 )  

3 .  5 . 2 1 龍山 智築 教 授 （工学部） 地域共同研究セ ン タ ー長 （～ 5 . 5 . 2 0) 

3 . 6 . 1  加瀬正二郎 ノノ （教育学部） 評議員 （～ 5 . 5 .31)  

〆ノ 田中 耳回昆 ，， II II ，， 

〆ノ 時 津 貢 ，， （工学部） ノノ II 

，， 宮下 和雄 ノノ ，， ，， 
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異動区分 発令年月 日 氏 名 異動前の所属官職 異 動 内 容

採 用 3 .  6 . 1 0  島田 和代 事務補佐員（附属図書館）

3 .  6 . 24 村田 宣子 ，， （教育学部）

昇 任 3 . 7 . 1  笹山 雄一 助教授（ ，， 教 授（理学部）

II 武本 光雄 文部事務官（教育学部） 教育学部附属学校第一係会計主任

，， 岩永 晴雄 ノノ （工学部） 工学部用度係用度主任

臨時的任用 3 .  6 . 1 8  今村 志保 教 諭（教育学部間属中学校）（～3. 7 .29) 

，， 上村美恵子 ，， ，， 養護学校）（～3. 7 .14) 

退 職 3 . 7  1 酒井美代子 事務補佐員 （入試課） 平成 3 年 6 月 30 日 限 り 退職 し た

併 任 3 . 6  8 松本 賢一 教 授（理学部） 水素同位体機能研究センター長（→. 6. 7) 

ノノ 小黒 千足 ，， ノノ 水調司位桝鮪目前究センタ一長の併任を開除する

3 .  6 . 1 3  小黒 千足 富山大学長 評議員 （～ 7 . 6 . 12 )

職務命令 3 .  7 .  1 高島 仙次 用務員（経理部経理課作業員） 経理部経理課作業員長を命ずる

II 武本 光雄 文部事務官 （教育学部） 教育学部附属学校第一係会計主任を免ずる

ノ／ 岩永 晴雄 ，， （工学部） 工学部用度係用度主任を免ずる

採 用 3 . 7 . 4  伊林 文子 事務補佐員（附属図書館）

3 . 7 . 8  山本 亜都子 ，， （入試課）

昇 任 3 .  7 . 1 6  新 田 昌六 経理部主計課総務係長 教育学部事務長補佐

／／ 堀 和貫 庶務部庶務課庶務係庶務主任 富山医科薬科大学業務部医事課収入係長

，， 田中 茂 文部事務宮（経済学部） 富山工業高等専門学校学生課学生係学生主任

3 . 8 . 1  原田 嘉昭 講 師（教育学 部） 助教授（教育学部）

，， 石井 哲夫 ，， ，， ノ，， II 

II 佐藤 良一 助教授（経済学部） 教 授 （経済学部〉

ノ〆 飯田 剛史 ／／ ，， II ，， 

ノノ 古田 俊吉 ノノ ノノ ，， II 

ノ／ 平 津 良男 助 手（工学部） 講 師 （工学部）

転 任 3 .  7 . 16 塚田 健夫 富山医科薬科大学業務部医事課収入係長 文部技官 （経理部経理課管理係長）

ノ／ 北野 悦郎 富山工業高等専門学校学生課学生係学生主任 経済学部学生係学生主任

／／ 武田 正夫 苅｜期若宮（国立立山少年自然の家間練舗｛お 文部事務官 （教養部）
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異動区分 発令 年月 日 氏 名 異動前の所属官職 異 動 内 容

転 任 3 .  7 . 1 6  山 田 豊 ，， （教養部） ，， （国すすdt'.!.年自然窃簿業課業翻刻

配 置 換 3 .  7 . 16 森井 正 経理部経理課出納係長 経理部主計課総務係長

／／ 松永 良成 文部技官 （経理部経理課官理係長） 文部事務官 （経理部経理課出納係長）

II 佐久間克明 人文学部・理学部経理係経理主任 人文学部 ・ 理学部学務係厚生主任

II 前馬 紫津 庶務部庶務課庶務係秘書主任 教育学部会計係会計主任

，， 山上 康彦 文部事務官 （教育学部） 文部事務官 （庶務部庶務課〉

臨の時的更任新用 3 .  7 . 15 上村美恵子 教 諭 （教育学部附属養護学校） 臨時的任用 を更新す る （～ 3 . 9 .  1 )  

3 .  7 . 30 今村 志保 ，， ，， 附属中学校） ，， （～ 3 . 9 . 19) 

辞 職 3 .  7 . 15 高松 正雄 教育学部事務長補佐 辞職を承認す る

3 .  7 .31 前馬 紫津 教育学部会計係会計主任 ，， 

II 舘野 洋子 臨時用務員 （教育学部作業員） ，， 

，， 絹石世志子 事務補佐員 （ 附属図書館） II 

退 職 3 .  7 .21  伊藤 克江 事務補佐員 （ 附属図書館） 平成 3 年 7 月 20 日 限 り 退職 し た

／ノ 太田 茂徳 II ，， II 

，， 林 敏和 ノノ ノノ // 

，， 中村 繁之 ，， I/ ，， 

3 . 8 . 1  津田 明彦 技術補佐員 （経理部主計課） 平成 3 年 7 月 31 日 限 り 退職 し た

// 浅野 一夫 ，， ，， II 

，， 多胡 久 ，， ，， ，， 

// 森野 勇 ／／ ノ／ II 

ノノ 平井 1散 ノ／ ／／ ，， 

併 任 3 . 8 . 1  武 暢夫 教 授 （経済学部） 評議員 （ ～ 5 . 7 . 31) 

，， 中藤 康俊 ノノ ，， ，， ，， 

職務命令 3 .  7 . 16 田 中 茂 文部事務官 （経済学部） 経済学部学生係学生主任を免ずる
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平成4年度

｜富山大学入学者選抜に関する要項の発表｜
一一一 分離・分割方式を導入一一一

本学 は 、 平成 4 年度の 入学者選抜 の 大綱 を去 る 7 月

8 日 （ 月 ） に 発表 し た。

平成 4 年度入学試験 は 、 受験生 の 選択 の 機会 の 拡 大

と 多 様 な 選抜方法の導入 を促進す る 観点から、 新 た に

分離 ・ 分割方式を導入 し て 実施 す る こ と に な っ た 。

平成 3 年度入試 と の 主 な 相違点 は 、 次 の と お り 。

① 入学試験 の 実施方式 は 、 従来の B 日 程から分離 ・

分割方式 （前期 日 程 ・ 後 期 日 程 ） に 変更 す る 。 た

だ し 、 一部 はA 日 程 ・ B 日 程 で実施す る 。

② 2 段階選抜 は 、 実施 し な い こ と と し た 。

可＇ f1i. .、＼＼＇－ 曹

惨殺議事在、己型星空る理主1-)\

1£\ll水苦手λe

③ 教育学部 （ 中学校教員養成課程の一部 と 情 報 教

育課程） で 新 た に推薦入学を実施す る 。

④ 理学部物理学科 ・ 地球科学科 の 定員一部 留 保 第
2 次募集 は、 実施 し な い。

な お 、 入学試験 の 細 目 を記載 し た 一般選抜の学生募

集要項、 推薦入学 ・ 帰国子女特別選抜 ・ 社会人特 別 選

抜及 び私費外国人 留学生特別選抜の 募集要項 は 、 10 月

上旬 に 発表す る 予 定で あ る 。

「平成 4 年度入学者選抜 に 関す る 要項」 の 概要 は 、
次頁以下 の と お り で あ る 。
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1 . 学部， 学科・課程等及び入学定員

寸JU'与与 入 学 募 集 人 員 募集人員に 含ま れ る
学科・課 程等 A 前

日
期
程

B 後日
期
程 特 別 選 抜の 募集人員部 定員 日程 日程

学
部

人
文

人 文 学 科 95 70 25 〔前期日程〕
語 学文 学 科 95 70 25 推薦入学(10名程度）

帰国子女・社会人特別選抜（若干名）
計 190 140 50 

小学校教員養成課程 100 70 30 

教 中学校教員養成課程 50 50 〔A日程〕推及薦び家入学庭（の6名各専以攻内2…名
理
以

科
内，美） 術

育 養護学校教員養成課程 20 14 6 
寸....，.与 幼稚園教員養成課程 30 21 9 
部 情 報教育課 程 40 30 10 〔前期日程〕推薦入学（10名以内）

計 240 50 135 55 

昼コ 経済学 科 159 44 〔前期日程〕
間！ 経営学 科 124 91 33 推薦入学（30名以内）

帰国子女特別選抜（若干名）i、，1叉ユ 主ス 経営法学科 102 74 28 

済 計 385 280 105 

夜コ 経済学 科 20 20 〔B日程〕
寸ぶ.... ー． 

間l 経営学 科 20 20 推薦入学（20名程度）
社会人特別選抜（20名程度）

部
主ス 経営法学科 20 20 

計 60 60 
計 445 280 60 105 

数 学 科 53 42 11 〔前期日程〕推
帰
薦

国女
入学

T特
（l

別
2名

選
以

抜
内

〈若
〉

干名〉

理 物 理 f主＇： 科 47 35 12 〔前期日程〕帰国子女特別選抜（若干名）
化 ザム孟4与－ 科 43 30 13 〔前期日程〕帰国子女特別選抜（若干名）

寸，.，.ニ4ー. 
〔前期日程〕帰国子女・社会人特別

（若
選
干
抜

名）生 物 ザA孟4ー』 科 35 20 15 
部 地 球 科 学 科 32 27 5 〔前期日程〕帰国子女特別選抜（若干名）

計 210 154 56 
電子情報工 学科 132 92 40 〔前期日程〕推薦入学（19名以内）

工
機械システム工学科 101 71 30 〔前期日程〕推薦入学（15名以内）

学物 質 工 学 科 83 58 25 〔前期日程〕推薦入学（12名以内）
化学生物工学科 86 60 26 〔前期日程〕推薦入学(12名以内）

部
計 402 281 121 

{!:; 計 1,487 50 990 60 387 
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2. 平成4年度 富山大学入学者選抜方法等
(1) A日程・前期日程 ( 2 - 1) 

選抜方法等 個 別 学 力 検 査 等 推 薦 入 :!Jニ4ー 定員一部 留 保第2次募集

実技検 査等 2 段 階 選 抜 学
入学
力検

定員
査を
の一免

部
除

にし調つ査
い
舎て，を主

出身な
学

資
校

料長と
の

し
推
て

薦
判定

に基すづるき， 帰
会

の特
国

人
子

等
別

女
選
の

抜
，
た

社
め 入留学保

定
し，

員の
これ

部
につ

につ
いて

い
第

てあ2次ら募か集じめを行これう を

個別学 主と内し容て．と調大一学試査 第1段階の選抜 推薦入学 個別学力検
実技検 査等 実技検 査等

力検査 による合格者数 個別学力検個別学力検 個別学 備 考
実技検面 接 小論文 容入験第行者必行

試ののに要
い
う

1 成段，つセ績階そいン選に
のてタ 彼合更等よ格をに

を

り

査を免除 し， 査及び大学 募集人員 第2次
を課す 帰国中 国 社力検査 募集人査を課 を課す 大学 入試セ 入試センタ 実技検面 接 小論文 実技検面 接 小論文 査等の日程

る 定員に対 そ ンタ一試験 一試験を免 そ （又は比率） 引揚 ヨtエ,,. を課す 員（又
する を行うる の 査を課 を諜す の 者等 査を課 を課すは比率）

な検査
する倍率 他 を課する 除する する を行うる 他 子女 子女 人 る する を行うる

学部・学科名
人 文 弓持L� 部 。 × × × × × × 。 × × × 。 × 10名程度 。 × 。 × × × × × 

小学校教員養成課程
養護学校教員養成課程 。 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 

幼稚園教員養成課程
中学校教員養成課程
教（国語， 社会．数学． 。 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 

技術， 英語専攻）
補充欠

員
の

の

育中学校教員養成課程
× 。 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 

（音楽．保健体育専攻）
fム＆ι－ 中学校教員養成課程 。 。 。 。 2名以内 喜方x × × × × × × × × × × × × × × × × 

（理科専攻）

部 中学校教員養成課程 。 。 。 。 2名以内× × × × × × × × × × × × × × × × × 
（美術専攻）

中学校教員養成課程 。 。 。 。 2名以内× × × × × × × × × × × × × × × × × 
（家庭専攻）

情 報教育課 程 。 x × × × x × × 。 × × 。 × 10名以内 × × x × × × × × 2月25日ω

主
思

間
ス
コI 

経済学 科
経 営学 科 。 × × × × × × × 。 × 。 。 × 30名以内 。 × × × × × × × 

経営法 学 科
数 A守ふLん 科 。 × × × × x × x 。 x 。 × × 12名以内 lo × × × × × × × 数学科推薦入学について理物 理 ムでf: 科 面接には， 数学的思考カをみるため

み弓f: 化 号Aム�」 科 。 × × × × × × × × × × × × x 。 × × × × × × × の検査を含む。
部 地 球 科 学 科

生 物 A弓M子． キヰ 。 × × 。 × × × × × × × × × × 。 × 。 × × × × × 

電子情報工学 科 13名以内 推薦入学についてa ・－ - - - -

工 6名以内 ①面接には，基礎学力に関する試聞を
機械システム工学科 10名以内 含む。

5 名以内 ②その他として， 簡単なテスト（英語
学 。 × × × × × × × 。 × 。 。 。 × x × × x × × 及び数学）を課す。

物質 工 学 科 8名以内 ③各学科の募集人員欄中． 上段は普通
部 4名以内 科・理数科を ，また， 下段は専門教

化学生物工学 科 8名以内 脊を主とする学科（工業）を対象と
4名以内 した募集人員をそれぞれ示す。

参 考 1. 調査書に＠標示を希望する。（入学者選 抜方法 の研究資 料と して利用するため）
2. 個別学力検査等の日程は． 教育学部中学校教員養成課程（連続方式A日程）を 除色 分離・分割方式前期日程である。
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(2) B日程・後期日程 ( 2 - 2) 
選抜方法 等 個 別学 カ 検 査 等 推 薦 入 A守Lーら

定
員一部 留保第2次募集

実技検 査 等 2 段 階 選 抜 学
入学
力

定

検
員
査
の
を一免
部

除
にし調

つ
査い書て．を主

出身
な
学
資
校
料

長

と
の
し
推
て判薦 定に

基

す

づ

る き，
帰

会
の特

国
人

子
等

別
女
選

の，
抜

た
社

め 入
留
学
保

定

し，
員の
こ 一れ
部

につに
つ
いて
い第

て
あ

2次

ら

募

か

集

じ
をめ

行
これ
う

を

主として，
大
調

一学
試

査 第l段階 の選抜 実技検 査 等 推薦入学 実技検 査 等 個別学力検
個別学 書 の内容と による合格者数

力検査 入
験

第

試センタ 個別学力検個別学力検 個別学 第2次 備 考
実妓検面 接 小論文 の

成

段

績

階選
によ

り
査を免 除し， 査及び大学 募集人員

を課す
帰

国 中国 社力検査 募集人 査等の日程査を諜 を課す 大学 入試セ 入試センタ 実技検面 接 小論文 実技検面 接 小論文
る 行

者
必fT い

1
' その

抜
合格

を 定員に対そ そ （又l;t比率） 引揚 よ玄玄』 を課す 員（又
する を行う る 他の ンター試験

一
試験を免 査を課 を課す 他の 者 等 査を課 を課す は比率）について更にする倍率 を課する 除する する を行う る 子女 子女 人 る する を行う る

学部・学科名
要つ な 検査等を

人 文 A寸't 部 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 

小学
校
教員養

成
課程

教
学

育

部

養護学校教員養成課程 × 。 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 3月14日出

幼稚園教員養成課程

員の補充
の

情 報教
育

課 程 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 

経済学 科
昼コ 室等間l 経 営学 科 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 

経 主ス
済 経営法学科

A守ふん与 経済学 科
部 夜コ

間l 経 営学 科 × × × × × × × × 。 × 。 。 × 20名程度 × × 。 × × × × × 

主ス
経営法学科

数 弓ム孟！..」 科

理 物 理 fふAι－ 科
× × × 〉く × x × × x × × × × × × × × × × × × × 

Aすふ与ら生 物 ヲ必孟4ニ． 科
部 地 球科 学 科

イヒ 9弓't 科 × × × 。 × × × × × × × × × × × × × × × × × × 3月14日凶 量す
電子情報工学科

工 機械システム工学科
守ふ't × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 

部 物 質 工 学 科

化学生物工学科

参 考 1. 調査舎に＠標示を希望する。（入学者選抜方法 の研究資料として利用するため）
2. 個別学力検査等の日程は， 経済学部「夜間主コース」（連続方式B日程）を除色 分雛・分割方式後期日程である。
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3. 平成4年度 富山大学入学者選抜の実施教科・科目等について

(1) A日程・前期日程 ( 4 - 1) 入学下僅翠志タ！＇＞；：願百支 尋者4トに

学
程

部
，専

（鞠
攻等

，
）

謀
名

議る ｜ 選 抜 の 対 象

人 文 出fι－ 手ご ｜ 前期 日 程 に 係 る人｜
般 選 抜

文 語 学 文 学 科｜の 全 部

学

人 文 �注4二 科｜推 薦 入 ：主r... 
部

語 学 文 学 科｜（入学定員190人中10人程度）

大 学 入 試 セ ン タ ー試 験で
入 学 志 願 者 に 解 答
さ せ る 教 科 ・ 科 目 名

5教科 5科目
国
社〔 倫，日， 世， 地理， 現社から1〕（注1) I国 （国I，国II )
数〔数I 〕 ｜外 （「英E・英EB」， 独， 朝， 中，露 から1) 
理〔 物，化， 生，地学， 理Iからl〕 （注3)
外〔英，独，仏から1〕

個 別 学 力 検 査 等
の 教 科 ・ 科 目 等

大学入試センター
試 験 の利 用方法

そ の 他

小学校教員養成課程
養護学校教員養成課程幼稚園教員養成課程情報教育課 程教｜中学校教員養成課程
（国語，社会，数学，現ヰ，

家庭，技術，英語専攻）育 ｜ 中学校教員養成課程（音楽，美術，保健体育
専攻）学｜中学校教員養成課程
（理科専攻）中学校教員養成課程

部 ｜ （美術専攻）中学校教員養成課程

る
抜
部

r

h

h

 

，

a

伺
a’

に
選

程

全

日
般

期前…
一
の

A 日 程 に 係 る
一 般 選 抜
の 全 部

推 薦 入 学
（入学定員 50人中

各専攻 2人以内）

（家庭専攻）

推 薦 入 学情報教育課 程｜
（入学定員 40人中10人以内）

3教科 3科目
国
杜〔 倫，日， 世，地理，現社から1〕（注1) 
外〔英， 独，仏から1〕

小論文
1. 大学入試センタ ー試｜ 個別学力検査実施教科・

験と個別学力検査の配 ｜科目 等の出題範囲等の詳

5教科6科目
国
社 〔 倫，日，世，地理，現社からl〕（注1) 

数〔「数Ijと「数E，工， 簿から1J〕（注2) 
理〔 物，化， 生， 地学，理Iから1〕（注3)
外〔英，独，仏から1〕

国（国I， 国II），数（代・幾，基解），外（英E・
英EB） から1

点は， 本要項の6 (23 
ページ）を参照するこ

細は，本要項の 4 (8ペー
ジ）を参照すること。

と白
なお， 人文学部の推

薦入学にあっては ， 10
ページを参照すること。国（国I，国II），数（代・幾，基解），外（英E・

英EB） から1

志望専攻の実技

2. 大学入試センタ ー試
験の「理科 」 について
は， （注4）を参照する

ことD
小論文
面 接

課 さない

実 技
面 接
小論文
面 接
小論文

注1. 「現代 社会」を選択解答できる者は， 高等学校の普通科・理数科の卒業 （見込み）者以外に限る。
注2. 「工業数理」又は「簿記会計I・簿記会計E」を選択解答できる者は，高等学校において「工業数理」又は「簿記会計I・簿記会計E」を履修した 者及び文部大臣の指定を受けた 専 修学校高等課程の学科の修了（見込み）

者に限る。
注3. 「理科I」を選択解答できる者は，高等学校の普通科・理数科の卒業 （見込み）者以外に限る。
注4. 大学入試センター試験の「理科」について，複数科目を受験している場合は高得点の科目を利用する。
注5. 個別学力検査等の日程は， 教育学部中学校教員養成課程 （連続方式A日程）を除き，分離・分割方式前期日程であるO

なお， 推薦入学の入学定員は， 当該日程の募集人員に含まれる。

円ノト】





( 4 - 2) 

室戸専（竿攻私等）諜名入＼＼革π 委薮』聖詞 名書－＝－i等' I 選 抜 の 対 象

昼コ
経 済 学 科

経 間1
日IJ期 日 程 に 係 る

経 営 学 科
済

般 選 抜
主ス 経営法学科

の 全 部
学
部

主
昼間
スコI 

経 済 学 科
経 山昌 チ品 科 ｜｜ 推 薦 入 学

経営法学科
（入学定員385人中30人以内）

数 学 科

大 学 入 試 センター試験 で
入 学 志 願 者 に 解 答
さ せ る 教 科 ・ 科 目 名

5教科6科目
国
社〔倫，日，也地理 ，現社 からl〕（注1 ) 

数〔「数I」と「数E，工，簿から1 」〕（注2) 
理〔物，化，生．地主世．理Iから1〕（注3 ) 
外〔英，独，仏から1〕

個 別 学 力 検 査 等
の 教 科 ・ 科 目 等

数（代・幾，基解）又は外（ 「英E・英EB」，
独から1 ) 

生 物 学 科
理

る
抜
部

係に
選

程

全

日
般

期一別
一
の

科

科

学

学

科

理

球地

物尚

子

部｜化 学 科

数 ム孟.. チ 推 薦 入 学科 ｜（入学定員53 人中12人以内）

課さない

4教科5科目
国
数〔「数I」と「数E」〕
理〔物，化，生，地学から1〕
外〔英，独，仏から1〕

5教科6科目
国
社〔倫，日，世，地理，現社 から1〕（注1 ) 

数〔「数I」と「数EJ〕
理〔物，化，生，地学から1〕
外〔英，独，仏からl〕

小論文
面 接

数（代・幾，基解，微・積，確・統（統計は除く。））
理（物，化，生，地から1 ) 
小論文
数（代・幾，基解）又は外（英E・英EB) 
理（物，化，生，地 から1 ) 

数（代・幾，基解）
理（物）

数（代・幾，基解）
理（化）

課さない ｜面接（数学的思考力をみるための検査を含む。）

電子情報工学科
機械システム工学科｜前 期 日 程 に 係 る

｜一 般 選 抜
工｜ 物 質 工 学 科 ｜ の 全 部

化学生 物工学科

4教科5科目 ｜数（代・幾，基解）
国 ｜ 理（物）
数〔「数I」と 「数E，工，簿から1 」〕（注2) f-
理〔物，化，生，地学，理Iから1〕（注3 ) I数（代・幾，基解）
外〔英，独，仏から1〕 ｜ 理（物，化から1 ) 

大学入試セ ンター
試 験 の利 用方法

1 .大学入試センター試
験と個別学力検査の配
点は，本要項の6 (23 
ページ）を参照するこ

と。

2.大学入試センター試
験 の「理科」 について

は，（注4 ）を参照する
こと。

そ の 他

個別学力検査実施譲併ヰ・
科目等の出題範囲等の詳
細は，本要項の4 (8ペー
ジ）を参照すること。

E 推 薦 入 学学｜電子情報工学科｜
｜ （入学定 員132人中1 9人以内）
｜推 薦 入 学機械システム工学科｜｜（入学定員101 人中15人以内）

部｜ ｜ 推 薦 入 学物 質 工 学 科｜｜（入学定 員 �3 人中12人以内）
｜ 推 薦 入 学化学生 物工学科｜｜ （入学定員86人中12人以内）

注1 . 「現代社会」を選択解答できる者は，高等学校の普通科 ・理数科の卒業（見込み）者以外に限る。
注2. 「工業数理 」文は 「簿記会計I・簿記会計E」を選択解答できる者は，高等学校において「工業数理 」又は「簿記会計I・簿記会計E」を履修した者及び文部大臣の指定を受けた専修学校高等課程の学科の修了（見込み）

者に限る。
注3. 「理科IJを選択解答できる者は，高等学校の普通科 ・理数科の卒業（見込み）者以外に限るO
注4.大学入試センター試験の 「理科 」について，複数科目を受験している場合は高得点の科目を利用する。
注5.個別学力検査等の日程は，分離・分割方式前期日程である。

なお，推薦入学の入学定員 は，当該日程の募集人員に含まれる。

課さない
小論文
簡単なテスト（英語及び数学）

面 接（基礎学力に関する試聞を含む。）
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(2) B日程・後期日程 ( 4 - 3) 
＼

＼ 入学志願者に＼
＼ 解答させる

＼＼ 科・科
学部 （学科， 課� 名等
程， 専攻等）名 ＼＼＼ 

選 抜 の 対 象
大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験で
入 学 志 願 者 に 解 答
さ せ る 教 科 ・ 科 目 名

個 別 学 力 検 査 等
の 教 科 ・ 科 目 等

大学入試センター
試験の利 用方法

そ の 他

人

語

人
文
学
部

に
選

程

全

日
般

期後
一

の

科

科学

子

文

文

学

る
抜
部

係
5教科 5科目

国
社 〔倫， 日， 世， 地理， 現社から1〕（注1) 

数〔数I〕
理〔物， 化， 生， 地学， 理Iから1〕（注3)
外〔 英， 独， 仏から1〕

課さない

小学校教員養成課程
教｜養護学校教員養成課程 ｜ 後 期 日 程 に 係 る草 ｜ 幼稚園教員養成課程 ｜ ー 般 選 抜
部｜ ｜の 全 部

情報教 育 課 程

5教科6科目
国
社 〔倫， 日， 世， 地理， 現社から1〕（注1) 

数〔「数Ijと「数E， 工， 簿からl」〕（注2)
理〔物， 化， 生， 地学， 理Iから1〕（注3)
外〔 英， 独， 仏から1〕

実技 （音， 美， 体から1) 

課さない

に
選

程日
般

期後
一

の

科

科

科

学

学

学法

済

営

営

経

経

経

昼
間
主
コ
I
ス

る
抜
部

係

全

車至

3教科 3科目
国
社 〔倫， 日， 世， 地理， 現社からl〕（注1) 

外〔 英， 独， 仏から1〕

課さない

済 夜 ｜経済 学 科間I I B % 1 経 営 学 科l ー

よ ｜ 経営法学 科｜の

日 程 に 係 る
般 選 抜

全 部ム見
ザー

5教科6科目
国
社 〔倫， 日， 世， 地理， 現社から1〕（注1) 

数〔「数I」と「数H， 工， 簿から1」〕（注2)
理〔物， 化， 生， 地学， 理Iから1〕（注3-)
外〔 英， 独， 仏から1〕

課さない

部

なキC課干
）度程人

入
制人口U

薦
郎定学入

推
（

科

科

科

学

学

学法

済

営

営

経

経

経

夜
間
主
コ
！
ス

小論文
面 接

1. 大学入試センター試
験と個別学力検査の配
点は， 本要項の6 (24 
ページ）を参照するこ
と。

2. 大学入試センター試
験の「理科」 について
は， （注4）を参照する

こと。

個別学力検査実施教科・
科目 等の出題範囲等の詳
細は， 本要項の 4 (8ペー
ジ）を参照すること。

注1. 「現代 社会」を 選択解答できる者は， 高等学校の普通科・理数科の卒業 （見込み）者以外に限る。
注2. 「工業数理」文は「簿記会計I・簿 記会計E」を 選択解答できる者は， 高等学校において「工業数理J文は「簿記会計I・簿記会計II jを履修した者及び文部大臣の指定を受けた専修学校高等課程の学科の修了（見込み）

者に限る。
注3. 「理科I」を 選択解答できる者は， 高等学校の普通科・理数科の卒業 （見込み）者以外に限るO
注4. 大学入試センター試験の「理科」について， 複数科目を受験している場合は高得点の科目を利用する。
注5. 個別学力検査等の日程は， 経済学部「夜間主コース」 （連続方式B日程）を降、き， 分離・分割方式後期日程である。

なお， 推薦入学の入学定 員は， 当該日程の募集人員に含まれる。
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�塁
大 学 入 試 セ ン タ ー試 験 で

個 別
ぶ寸込a一， 

力 検 査
選 抜 の 対 象 入

チAミん ＝’tニt4、 原質 者 解 笠ιョ
等 大学入試セ ンター

さ せ る 教 科
の 教 科 ． 科 目 等 試験 の利 用方法

そ の 他
． 科 目 名

5教科6科目

数 ザA同ー 科

国
社〔 倫

「
物
英

数
，

，

． 

日． 世
「数

， 地理 ， 現社からI〕（注1) 
数〔 I」と E」〕

理 化， 生，地学から1〕

理

外〔 独， 仏からl〕
ー－－－－－－－－－ ·‘・ー．．． . . ・－－－－－－ 『F’ 畠 由 邑 －－－－－－ ---- - - - - - ---- - ----- --- -- .’・・ ー・ ・・・・・・・・ ・ ー ・ .・ . . ・・ ー ． ー ・ ・ ・・ ・ ・ ー ーーーーーーーー 課さない

5教科6科目

物 理 学 科
社

数

国
［

〔
［

〔
物

倫
「

英

数
，

，

］ 日， 世
「霊

， 地理 ， 現社から1〕（注1) 
I J と 数E」〕

理
外 独， 仏から1〕

---- --- -- --------- - －－ － －－－－－－ － ・ー ，， ． ．ー・ ・ー －． －ー ・ ・ ・ ー・・・・・・・ ・・・ ・・・・ ー ・ ー ー － － ------ -- －－－－－－－－・ ．．．． ． ．．， ， ． 『 ・ 司 ・ー ー . .・・ ・・b・·－－－－

後期 日 程 に 係 る
，，ーー・ . . ’ E 『・ ・ ー －－ー，ー ，ー，， ，・ー ーー ー・ ・ー ・・ ・・・・ ・・ーー・・・・・ー・ー ー ーー ーー ー・・・・・ー・・ーー・・ーー．， · － －－－－－－－－由自由，－－－－－ ·，ーーーー 1. 大学入試センター試 個別学力検査実施掛ト

3教科4科目 験 と個別学力検査 の配 科目等の出題範囲等の詳

AザMー， 

化
ザ»＇ー－ 科 般 選 抜

数〔「数I」と「数E」〕 点 は， 本要項の6 (24 細は， 本要項の4 (8ペー

理〔物， 化， 生，地学から1〕
小論文（化学に関するもの）

ペ ージ）を 宏昭するv ジ）を参照すること。
外〔英， 独， 仏から1〕

豆，，.，、、、 ＜－

の 全 部
と。

－－－－－－－・，．．．－ーーーー・ーーーーーーーーーーー・ーー . .・，－－－－－－－－－・，．． ・ ・・ 4・・・ ．． ．． ．．． ．．． ． ． ． － ー ．．． ． ． ． ．  ． ． ． ． ．  － ー・ ・ ・・ ・・. -- - - ・・ー・ ・・ ・－－－－－－ ．，，，・・・・・・・・ ・・ ・ ・・ ・・ ・ - - - --- ー ， ， ＋ ， 骨骨・ 4 ’・ －－－・・・ ーー ー． ． ．ー － ー －ー－ －－－・ ． ．  

4教科5科目

国

生 物 学 科 数〔「数IJと「数II」〕
2. 大学入試センター試

理〔物， 化から1〕 験の「理科」 について

部
外〔英， 独， 仏から1〕 は， （注4）を参照する

－ ー － － －－－－ー－ －ー ． ．・・ー・・・・ー・・ー・・ ・ ・・・・・ー・．．． ．．．． d’ a a‘ 4・ .. .・ 『’ ・ . . . ・ ． ． ． ． ． ． ． a ・ －－ - - - -- -- - --- － ”・p・ － － － － － ・. . － －司 . . ・p ・ . . ‘ 課さない
4教科5科目

こと。

国
地 球 科

a寸＂＇一． 科 数〔「数I」と「数E」〕

理〔地学〕
外〔英， 独， 仏から1〕

工
電子情報工学 科

後期 日 程 に 係 る
4教科5科目

機械システム工学科 国
ザA見与 一 般 選 抜 数〔「数I」と「数H， 工， 簿から1」〕（注2 ) 諜さない

物 質 工 ザム孟4ー － 
科

部
化学生物 工学 科

の 全 部 理〔物， 化， 生，地学 ， 理I から1〕（注3)

外〔英， 独， 仏からl〕

( 4 - 4) 

注1. 「現代社会」を選択解答できる者は， 高等学校の普通科・理 数科の卒業（見込み）者以外に限る。
注2. 「工業数理」文は「簿記会計I・ 簿記会計IIJを選択解答できる者は， 高等学校 において「工業数理」文は「簿記会計I・簿記会計E」を履修した者及び文部大臣の指定を受けた専修学校 高等課程の学科の修了（見込み）

者に限る。

注3 . 「理科I」を選択解答できる者は， 高等学校の普通科・理 数科の卒業（見込み）者以外に限る口

注4. 大学入試センター試験の「理科」について ， 複数科目を受験している場合は高得点の科目を利用するO

注5 . 個別学力検査等の日程 は， 分離・分割方式後期日程であるO

A川ヨ円／】
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4 . 大学入試セ ン タ ー試験及び個別学力検査の配点
(1)  A 日程 ・

前
期 日 程

日 区
学

＼

部
＼

（
＼
判ヰ・課程）＼

教

＼

科
＼
等 区 分 国語 社会 数学 理 科 外国語 実技

小論文 小計 合計程分 検査前
期

程
日

大学入試セ ン タ ー試験 100 100 100 100 100 500 
人 文 学 部

個 別 学 力 検 査
900 200 200 400 

自lj 小学校教 員 養 成 課 程

期 大学入試セ ン タ ー試験 200 100 200 100 200 800 
養護学校教員養成課程

教 幼稚 園 教 員 養 成 課 程
1 ,000 

日
個 別 学 力 検 査 (200 ) (200 ) (200 ) 200 

程 情 報 教 育 課 程

－ ・ ・ ー ・ ・ ー ・ 育 － ー ． ， ー · － · · · · · · · · · · · · － · · － · · － ・ ・ ． ． ． ． ． ． ． － ． ． ． ， ． ． ． ， ー ー ー － ・ ． ． ， ， ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．  骨 ・ ． ， 司 ・ ・ ・ ・ . . . ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ，  ー ・ ・ ． ． ， ・ ー ー ー ・ ・ － ・ . . . . . . . . . . ー ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ． ・ ． － － － － ． ． ． ． ， ． ， ． ．  － ー ・ ・ ・ ー ー ー...・4・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ー ー ー ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ． ． ． ． ． ．  

中学校教 員 養 成 課 程 大学入試セ ン タ ー試験 200 100 200 100 200 800 
A ザふ主dー. 

[::'. :.-:m1司 1 ,200 
日 部

個 別 学 力 検 査 (400 ) (400 ) (400 400 
•• - · · · · · · ·  • • • • • • •  b・b . . . . . . . ー ー ・ 噂 ， ー ．， ・ － · － · · · · · · · · · · · · . . ・· · － ’ ー ， ， F 事 司・ ー ー ー ー ・ ー ー ー ・ ． ． ， ー ・ . ・ ， ， ， ， . ， ， ー 園 畠 圃· · · － ·・ ・ ．， ー ， ， ・ ・ ・ ・ ・ 4・ ・ 4・ ．． ． ． ． ． ・ ・ . . . . . . . .・ ． ． ． ー ・ . ・ ・ ー － ー ー . . . ’ ー . . . ー ー ， . . . . . ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ . － －－ a ・ ・・ ， ． 『回

程 中 学 校教 員 養 成 課 程 大学入試セ ン タ ー試験 200 100 200 100 200 800 1 ,200 
〔音楽， 美術， 保健僻轍〕 個 別 学 力 検 査 400 400 

覇
程

主居間経済学科 大学入試セ ン タ ー試験 100 50 100 50 100 400 
経営学科 700 コ
経営法学科 個 別 学 力 検 査 (300 ) (300 ) 300 ス

大学入試セ ン タ ー試験 100 100 100 200 500 
数 ザA主tー. 科 1 ,000 

個 別 学 力 検 査 500 500 
－ － － － － － － － － － － － ー ー － － － － － － － － － － ” a ’ ・· － － － － － － ー ー . . . . ー ー ー ー － ー ー ， ， ， ． 司 ・ － － － - - - - ・ ・ ・ ・ ・ ， ， ’ 司 ， E ” ” . . ・ － ，  ー ・ ・ ， ． ー ． ． ’司回””・・ ..’ . . . . ・ 『 ’ － － - - ー ー ， ， ， ． ’ ・ ー ． ， ．  ． ，  ， ， ． 司 ・ 司z， 司F ， ， 司F ・・． ． ． ． ．． ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ー ． ．  

円lj 物 理 学 科
大学入試セ ン タ ー試験 200 100 200 100 200 800 理 1 ,400 
個 別 学 力 検 査 200 400 600 

・ 圃・ 4・ ・ 4・ ・ . ..‘ ・ ー ， ．‘ ・ ・‘ ・ . . . .. ・ . . . .. ・ ． ． ． ． ．． ． ． . ・ － － 司・ ー ・ ’ ‘ ” ・ ・ ， ， F ・ E ・ . . . . ’ F ’ . .  · · · · · · · · － － ー ー ， ’ － － － － － －  - - - - - ” ‘ 句 ・ ， ， － － － － － ’ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ー ． ・ ・ ・ ・ ー ・ ・ ． ． ． ． ． ． ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ． ． ． ． ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ． ． ． ．  ・ ． ． ． ． ． ． ー ・ ・ ー ー ・・ ー ー ・ ー ．， ． ． ． ． ，

期
大学入試セ ン タ ー試験 200 100 200 100 200 800 寸必注4 化 学 科
個 別 学 力 検 査

1 ,200 200 200 400 
日

” ‘ 『· － － 母 国 ・ ー ・ ー ・ ー ー ー ， ・ ・ . . . ・ － － － － － － － － － - ・ ・ － ． ． ー ・ ． ．‘ 司・ ． a‘・ 4・ ・ ・ － － － － － － ー . . . . ・ － － － － － ・ 4 ・ ー ・ ー ー ・ ・ ・b ・ ． 4・4・． a‘ 司・ ． a‘ ・ . ・ ． ． － － ー ・ ， E ・ ． ． ． ． ．． ー . . . ・ ー ー ー ーー ・ ・ ・ － ー ・ ， ． ． ， ． ． ． ． ．  ， ． ・. . ・ ・ ・ ー ー . . a ・ ・ 4・ . .‘ ・ ・‘ ・ ． ． ． ー － ー － . . . . .  

大学入試セ ン タ ー試験 200 200 100 200 700 
程 部 生 物学 科

個 別 学 力 検 査
1 ,300 300 一 300 600 

・ ． ． 『・ ・ ー ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ー ・ ・ ・ ・ ・ ・ ． ． ． ． ． ．  ． ，・ ー ー ． ， ． － － · ·・ － － － － － － － － － － － － － － － － － a’ ー ・ ． ， 胴’ ・ ． ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ． ． ． － － － － ー － － － － － .. 恥 ・ 司酔 司. . . . . . . . . ー ー ， ー ・ ・ ー － － － － ー ー － －－－ －·’・・4’ ・ 4・ ， ’ － － － － · ” ・ ・ ， ， ． ー ・ ・ . . 司・ 4 ・ － － － － － － ー . . ・ ー ー ． ． ． ． ．

大学入試セ ン タ ー試験 100 200 100 200 600 
地 球 科 学科

個 別 学 力 検 査 (200 ) (200 : 
1 ,000 200 400 

期
程
日

大学入試セ ン タ ー試験 100 100 100 100 400 
工 ザ,u'-与． 部 800 

個 別 学 力 検 査 200 200 400 
附 1 . 配点の （ ） は選択教科を示す。

2 . 理学部数学科の個別学力検査 「数学」 の配点 は， 「代数 ・ 幾何， 基礎解析」 200点 と 「代数 ・ 幾何， 基礎解析， 微
分 ・ 積分， 確率 ・ 統計 （統計 は除 く 。 ）」 300点 と で合計500点で あ る 。

F円uワ臼
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(2) B 日 程 ・ 後期 日 程

日 区 ぷぉ竺T 区 分 国語 社会 数学 理科 外国語 実技 小論文 小計 合計程分 検査

議
程

大学入試セ ン タ ー試験 100 100 100 100 100 500 
人 文 i二ぷミ子4 部 500 

個 別 学 力 検 査

教 小学 校 教 員 蓑 成 課 程 大学入試セ ン タ ー試験 200 200 200 200 200 1 , 000 
後

養護学校教員養成課程 1 ,200 
育

期 幼稚 園 教 員 養 成 課 程 個 別 学 力 検 査 200 200 
日 ザ»＇」・ － － － － ー ・ ・ ． ． ． ， ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．  ． ． ．  ・ － － － － － － ー . . . . . . . . . · · · · · - · · · ·  ー ， ・ ・ ・ ー ・ ・ ・ ・ ・ ・ e ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ . . ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ． ． ・ ・ ・ ・ ． ． ． ． ． ． ． ． ． ・ ・ ー ・ ・ ・ ・ ー ・ ー ・ ・ ． － ・ － · · － － · · · － · · ・ ・ ー . . . . . . . . .  ・ ・ ー ． ． ． ． ． ． ． ， ． ． ・ － ・ ・ ・ ・ ・ . . . . . .

程
大学入試セ ン タ ー試験 200 200 200 200 200 1 , 000 

情 報 教 育 課 程 1 ,000 
部 個 別 学 力 検 査

議
程

主昼間経 済 学 科 大学入試セ ン タ ー試験 200 100 200 500 
経 経 営 学 科 500 コ

経営法学科 個 別 学 力 検 査済 ス
ー . . ・ . . ー ー e ・ ・ ・ ー ． ． ． ， ・ ー ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ． ． ． ． ． ． ． － － － － － － － － ー － － － － － ー 噌 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ． ． ． ． . . ・ ・ ・ ・ ・ － ー ー ． ． 噌 － ー ・ ・ ・ ・ ・ ・ ． ． ． 司 ・ ・ ． ， ・ ， ． ， ． ． ． ． ． ・ － － ・ ・ ． ． ． ． ． ． ． ， ・ － － ． ． ， ， ． ． ． ． ． ． － － － － － ・ ・ . . ・ ー ・』 ． e ・ ・ ー ・ ・ ー ． ． ． ． ． ． ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ． ． － ・ ． ． ． ． ． ． ． ． ． ・ ．

B 
ザ»－ι・

夜間主 経 済 学 科 大学入試セ ン タ ー試験 200 100 200 100 200 800 
日 経 営 学 科 800 部 コ
程 経営法学科 個 別 学 力 検 査ス

大学入試セ ン タ ー試験 200 100 200 100 200 800 
数 学 科 800 

個 別 学 力 検 査
· · · · · ・ ． ． ． ． ・ ー ー ・ ・ ・ ー － － ー ー ． ， ． ． ， ． ． ． ． ． ．．． ． ． ． ． ． ， ・ ー ー ・ ー ー ． ． ． ー － ・ ・ ー ・ ・ ． ， ． ． ． ．  ． ． ． ， ・ 事 ・ ・ ・ ・・ ． ， ， ’ ・ ー ・ ・ ・ 与 司・ ー 且 ー ‘ ・ ー ・ ・ ー － － － ー ・ ー ・ ・ ． ． ． ． ． ． ． ・ ． . . . ・ ・ . . ， ， ー ， ， ， ー ・ ・ ・ ・ ・ ー ー － － － － ． － ， ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ．  ， ・ ・ ・ ・ ー ー ・ ・ ・ ー . ー ー ー ・・ ・ ・ ， ． 噌

大学入試セ ン タ ー試験 200 100 400 200 200 1 , 100 
f麦 理 物 理 学 科 1 , 1 00 

個 別 学 力 検 査
· · － · · · · － · · · · · ・ ・ ー . . . . . ’ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 噌 ． ． . . . . . . . .  ー ・ ー ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ . . . . . . ・ ・ ， ， － . . . .  ’ ・ ・ ・ ー ー ・ ・ . . . 4 ・ ・ ． ． ． ． ． ． ， ． ．  . . . . . ・ ・ ・ ・ ・ ． ． ． － ・ ・ ・ ・ ・ ー ー ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4・ ． ． ． ． ． ． ． ， ． ， ・ ー ， ， . . .・ － ー － ー ー － －－ . . . .  ． ， ．  ， ． ・ ・ ． ． ． 

期
大学入試セ ン タ ー試験 200 200 200 600 

学 化 学 科
個 別 学 力 検 査 400 400 

1 ,000 
日

・ ・ ー ・ － － · · · · · · ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 4・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ー ・ ー ． ・ － － － － － － － ー · · · · · · － ・ ， a ・ ・ ・ ・ ・ ・ ． ． ． ． ． ・ ・ ・ . . .・ ・ ． ． ． － － － － ・ ・ ・ ・ ・ ． ・ ・ ・ ． ．． ． ー . .・ ・ ・ ・ ・ ー ー ・ ー ・ ・ 4・ ・ ・ ー ・ ． ． ． ． ． ． ・ ． － － － － ． ， ， ． ． ． ． ．． － ・ ． ． ． ． ． ・ ー ー ー ・ ・ ・ ・ ・ ． ． ． ． ・ ・ ・ ・ ． ． ・ ・ ・ ・ ・ ， ． ． ． ． ・ ー ー ー ・ 4 ・· － · · ー ・ ． ． ．

大学入試セ ン タ ー試験 200 200 200 200 800 
程 部 生 物 学 科 800 

個 別 学 力 検 査
・ ・ ， ． ． ． ． ． ・ ・ － － － － － · ・ ・ ・ ・ ・ ・ . . . . . . . ， ・ ー ー ・ ・ － － － － － － － － － － － ー 噌 ー ・ ． ． ． ． ． ， ． ． ． ・ － ・ ・ ． ． ・ ・ ー ． ， ， ． ・ ・ ・ ・ ． ． ・ ・ ・ ・ ・ ． ． ． ． ． ． ． ． － ・ ・ ． ・ ・ ． ． ． ． ． ． ． ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ． ・ ー － ー ・ ・ ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． － － ． ． ． ． ． ． ・ ・ ・ ・ ， ー ・ ・ ・ ー・ ・ ー ・ ・ ・ ． ． ー ， ， ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ー ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ． ． ． ．

大学入試セ ン タ ー試験 1 00 200 200 200 700 
地 球 科 学 科 700 

個 別 学 力 検 査

話量
大学入試セ ン タ ー試験 1 00 300 300 100 800 

工 学 部 800 
個 別 学 力 検 査

- 26 -
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平成 3 年度国立大学 ・ 学部附属 学校等教官海外教育事情視察派遣者 の決定

所 属・職 氏 名 派 遣 期 間 主 視 察 国

附属養護学校 平 3 . 10. 25 ア メ リ カ 合衆国

酒 井 義 久 ～ ド イ ツ

教 5命 平 3 . 1 1. 18 フ ラ ン ス

平成 3 年度 国際研究集会派遣研究員の決定

部 局 名 職 名 氏 名 研 究 集 会 名 開催期間 開催地

平 3 . 8 . 19 企Eコ
益、 ftE 

経済学部 助教授 太 田 雅晴 第 1 1回経営工学国際会議 ～ 
平 3 . 8 . 23 （ 中華人民共和国）

財団法人富 山県高等教育振興財団平成 3 年度助成事業の 決定 （ 富 山 大学関係）

［学会等の 開催 に 対 す る 助成事業］

国際会議

会議 の 名 称 開催年月 開催場所 助成額 備 考

「 リ ス ク ・ マ ネ ジ メ ン ト 」 平成 3 年11月 富山市 4,000千円 （内容）
に関す る 国際 シ ン ポ ジ ウ ム 自 然環境、 ビ ジ ネ ス 環境の リ ス ク 等

リ ス ク ・マ ネ ジ メ ン ト に関す る 国際
会議

（ 代表者）
経済学部 教授

武 井 勲

［研究助成事業］

助 成 研 究 研 4ブb.... 者 助成額

北陸企業の グ ロ ーパル経営に関す る 研究 経済学部 教授 300千円田 中 祥 子

ア ル ミ ニ ウ ム 及 び ア ル ミ ニ ウ ム 合金 に よ る 水 の 水素同位体機能研究セ ン タ 一 助教授 300千円分解速度に関す る 研究 松 山 政 夫

円l円ノ】
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田 村科学技術振興財団及び富山第一銀行奨学財団 か ら の助成金の採択

田 村科学技術振興財団の研究助成金 ・ 海外派遣助成及び富 山第一銀行奨学財 団 の 研 究 活 動 助 成 金 と し て 、 次 の

と お り 採択 さ れ 、 各研究者 に 贈呈 さ れ ま し た 。

［ 田 村科学技術振興財団］

（研究助成金 ）

部 局 職 氏 名 研 nプbt. 課 題 助成金

教育学部 教 授 山地 啓司
ジ ョ ギ ン グや ウ ォ ー キ ン グ等の軽作業が精神や肉

体作業 に よ る 疲労の回復に与え る 影響
50万円

理 学 部 助教授 田 口 茂
膜捕集を利用 す る 環境水中の微量有害金属の一括

濃縮 一 定量に関す る 研究
50万円

ノ／ ,, 平井 美朗
酵素を活用 す る 数量の6一対称性キ ラ jレ ビル デ ィ

ン ク’ フ． ロ ッ ク の不斉構築 と そ の利用
50万円

工 学 部 ，， 中谷 訓幸
酒石酸カ ル シ ウ ム の単結晶育成 と そ の誘導的性質

に関す る研究
50万円

（ 海外派遣助成）

部 局 職 氏 名 渡 航 先 研 勿恒ブL 課 題 助成金

工学部 教 授 宮下 尚 中華人民共和国 高性能熱交換器の開発研究 20万円

［富山第一銀行奨学財団］

部 局 職 氏 名 研 7 1‘ 課 題 助成金

経済学部 教 授 中藤 康俊 「環 日 本海時代」 と 富山県の課題 50万円

工 学 部 II 宮下 和雄 電子デ ィ ス プ レ イ デバイ ス の研究 50万円

；去 律

。 国家公務員退職手 当 法 の一 部 を 改正す る

法律 （51)

。 児童手 当 法 の 一部 を改正す る 法律 （54)

。 育児休業等 に 関す る 法律 （76)

5 . 2  5 . 24 

5 . 2 

正 す る 政 令 ( 157)

。 児童手 当 法施行令 の 一 部 を 改正 す る 政

令 ( 178)

。 国立学校設置法及 び学校教育法の一部

を 改正す る 法律 の 施行 に伴 う 関係政令

の 整備 に 関 す る 政 令 （224)

5 . 2 

5 . 15 

6 . 28 

政 Tl 

0 国家公務員退職手 当 法施行令の一部を改 省 4』
Tl 
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。 国立 の 学校 に お け る 授業料 そ の 他 の 費 用 。 国立学校設置法施行規則 の一部 を 改正 す

に 関 す る 省 令 の 一 部 を 改 正 す る 省令 る 省令 （同39) 6 . 28 

（文部23) 6 . 1  

。 大学設置基準 の一 部 を 改正 す る 省令 訓 令

（ 同 24) 6 . 3  。 『外来語の表記』 の 実施 に つ い て

。 大学院設 置基準 の 一部 を 改正す る 省令 （ 内 閣 1 ) 6 .28 

（ 同 25) 6 . 3 

。 学位規 則 の 一部 を 改正 す る 省令 （ 同27) 6 . 3  告 示
。 教育職員免許法施行規 則 の 一部 を改正す 。 大学設置基準第29条第 1 項 の 規 定 に よ り 、

る 省令 （同30) 6 . 10 大学が単位を 与 え る こ と の で き る 学修 を
。 国立 の 学校 に お け る 授業料 そ の 他 の 費用 定 め る 件 （文部68) 6 . 5  

に 関 す る 省令 の一部 を 改正 す る 省令 。 外来語 の 表記 （ 内 閣 2 ) 6 .28 

（同35) 6 .20 

。 学校教育法施行規 則 の一部 を 改正す る 省

令 （同37) 6 . 25 

諸 必Z』玄 議
@,om;;泡岨帽坦岨恨;x;?.幼勘定泡揮官泡必殴鶴込町宮＇＂＂＂包＂＂＂＇百胞岨暗泡揮官＂＂＂＇咽

第 1 目 黒 田 講堂運営委員会 （ 5 月 1 日 ）

（議 題 ）

(1) 平 成 2 年度黒 田 講堂経費決定 に つ い て

(2) 平成 3 年度黒 田 講堂経費予算 に つ い て

(3) そ の 他

第 8 回学長候補者選挙管理委員会 （ 5 月 9 日 ）

（議 題 ）

( 1 )  前 回 記 録 の 確認 に つ い て

(2) 選挙記録 の 確認 に つ い て

(3) そ の 他

第 2 回 大 学院委員会 （ 5 月 10 日 ）

（審議事 項 ）

( 1 )  平成 4 年度富 山大学大学院理学研究科 （ 修 士 課

程 ） 及 び工学研究科 （修士課程 ） 学生募 集 要 項 に
つ い て

(2) そ の 他

第 3 回評議会 （ 5 月 10 日 ）

（審議事項 ）

(1 )  平成 4 年度概算要求 （ 案 ） に つ い て

(2) 平成 4 年度富山大学 入学者選抜試験 の 実施 に 伴

う 基本方針 に つ い て

(3) 富 山大学大学教育改善検討専門委員会規 則 の 制

定 に つ い て （継続 ）

(4) そ の ｛也

第 1 回 水 素 同 位体機能研究 セ ン タ ー運営委員会

( 5 月 13 日 ）

（ 審議事項 ）

( 1 ) 平成 3 年度水素同位体機能研究 セ ン タ ー 使用 申

請 及 ひe放射線業務従事 者 の 登録 に つ い て

(2) 放射線取扱代理者 の 選任 に つ い て

第 2 回 授業料等減免選考委員会 （ 5 月 16 日 ）

（議 題 ）

( 1 )  平成 3 年度前期 分授業料免除者の選考 に つ い て
(2) そ の 他

第 1 回職業補導担 当 者会議 （ 5 月 16 日 ）

（審議事項）

( 1) 全学就職説明 会 に つ い て

(2) そ の 他

第 4 回公 開講座委員会 （ 5 月 17 日 ）

（議 題 ）

( 1 )  平成 3 年度公開講座 に 対 す る 富 山 県高等教育振

興 財 団 の 助成 に つ い て

(2) そ の 他

nu
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（ 案 ） に つ い て第 2 回附属図 書館商議会 （ 5 月 21 日 ）

（審議事項 ）

(1 )  大型 コ レ ク シ ョ ン の 要求 に つ い て
(2) 留学生用 図書購入 に つ い て

第 1 回学園ニ ュ ー ス 編集委員会 （ 5 月 22 日 ）

（審議事項）

( 1 )  第 72号学園 ニ ュ ー ス の 編集 に つ い て
(2) 第 73号学園 ニ ュ ー ス の 発行 に つ い て

第 2 回入学試験管理委員会 （ 5 月 24日 ）

（審議事項）

(1） 平成 4 年 度 富 山 大学 入 学 者 選 抜 に 関 す る 要 項
（ 案 ） に つ い て

(2) 平成 3 年度富 山大学説明 会 に つ い て

第 1 回 発 明 委員会 （ 5 月 14 日 ）

（議 題 ）

( 1) 委員長 の 選 出 に つ い て
(2) 発 明 の 届 出 に つ い て
(3) そ の 他

第 2 回補導協議会 （ 5 月 25 日 ）

（審議事項）

( 1) 第36回大学祭 に つ い て
(2) そ の 他

第 1 回 大学教育改善検討委員会 （ 6 月 4 日 ）

（議 題 ）

( 1 )  今 後 の 検 討 の進 め 方 に つ い て
(2) 委員長の 選 出 に つ い て
(3) そ の 他

第 1 回学寮補導委員会 （ 6 月 14日 ）

（審議事項）

(1)  水道料 の 負担割合 に つ い て
(2) 寮生 と の 話 し 合 い （ い わ ゆ る 団交 ） に つ い て
(3) そ の 他

第 1 回文化部会 （ 6 月 17 日 ）

（議 題）

( 1) 第41回北陸三県大学学生交歓芸術祭 に つ い て
(2) そ の 他

第 3 回入学試験管理委員会 （ 6 月 18 日 ）

（審議事項 ）

( 1) 平成 4 年度入学試験問題作成主任委員 に つ い て
(2) 平成 4 年度入学試験電子計算機処理委員 に つ い

て
(3) 平成 4 年度富 山大学入学試験選抜 に 関 す る 要項

報 第325号

第 2 回 大学教育改善検討委員会 （ 6 月 19 日 ）

（議 題）

( 1) 検討事項 の 進 め 方 に つ い て
(2) そ の 他

第 3 回大学院委員会 （ 6 月 21 日 ）

（審議事項 ）

(1 )  平 成 4 年度富山大学大学院経済学研究科 （ 修 士
課 程 ） 学生募集要項 に つ い て

(2) 富 山 大学大学院理学研究科規則 の 一部改正 に つ
い て

(3) そ の 他

第 4 回評議会 （ 6 月 21 日 ）

（審議事項）

( 1 )  富 山大学名 誉教授称号授与 に つ い て
(2) 平成 4 年度富山大学入学者選抜 に 関 す る 要項 に

つ い て
(3) 富 山 大学私学研修 員 、 専修学校研修 員及 び 公 立

大学研修 員規則の一部改正 に つ い て
(4) 富 山 大学大学院理学研究科規 則 の 一部改正 に つ

い て
(5) そ の 他

第 1 田部局長懇談会 （ 6 月 21 日 ）

（議 題 ）

( 1) 平成 3 年度文部省在外研究員 （若手教官） 候 補
者 の 追加推薦 に つ い て

(2) そ の 他

第 5 回評議会 （ 臨 時 ） ( 6 月 28 日 ）

（審議事項 ）

( 1) 平成 3 年度学内 予算配分 （ 案 ） に つ い て
(2) そ の 他

第 2 回 事務協議会 （ 6 月 28 日 ）

（議 題 ）

( 1 )  当 面 の 諸問題 に つ い て

nu
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富山 大学大学教育改善検討委員会規則 の制定

富 山大学大学教育改善検討委員会規則 を 次 の と お り 制定 す る 。

平成 3 年 5 月 10 日

富 山 大学大学教育改善検討委員会規則

（設置 ）

第 l 条 富 山 大学 （以下 「本学」 と い う 。 ） に 、 評 議

会 の 諮問 に 応 じ 、 本学 に お け る 大学教育 の 改 善 に つ

い て具体的検討 を 進 め る た め 、 富山大学大学教 育 改

善検討委員 会 （以下 「委員 会 」 と い う 。 ） を 置 く 。

（検討事項 ）

第 2 条 委員会 は 、 次 に 掲 げ る 事項 に つ いて検討す る 。

( 1) 一般教育 と 専門教育 の 在 り 方
(2) 

(3) 

(4) 

開設授業科 目 と カ リ キ ュ ラ ム の大網

一般教育 の 実施組織 の 在 り 方

そ の 他大学教育 の 改善 に 関 す る 事項

（組織 ）

第 3 条 委員会 は 、 次 の 各号 に 掲 げ る 者 を も っ て 組織

す る 。

2 

( 1) 各学部及 び教養部 の 教務委員長若 し く は 副 委 員

長 各 1 名

(2) 各学部及 び教養部 の 教官 各 2 名

（教養部 に あ っ て は 、 4 名 ）

前項各号 に 掲 げ る 委員 は 、 学長が委嘱す る 。

（任期 ）

第 4 条 前条第 1 項第 2 号 の 委 員 の 任期 は、 2 年 と し 、

再任を妨 げな い 。 た だ し 、 補 欠 の 委 員 の 任期 は 、 前

任者の残任期間 と す る 。

（委員会 ）

第 5 条 委員会 に 委員 長 を 置 き 、 委 員 の 互選 に よ っ て
定 め る 。

2 委員長 は 、 委 員 会 を 招集 し 、 そ の 議長 と な る 。 た

富 山 大学長 大井信一

だ し 、 委員長 に 事 故 あ る と き は 、 委員長 が あ ら か じ
め指名 し た 委員 が そ の職務 を 行 う 。

（議事 ）

第 6 条 委員会 は 、 委 員 の 3 分 の 2 以上 の 出席 に よ り

成立す る 。

2 議事 は 、 出席委員の過半数を も っ て決 し 、 可 否 同

数 の と き は 、 議長 の 決す る と こ ろ に よ る 。

（意見 の聴取）
第 7 条 委員長が必要 と 認 め た と き は 、 委員以外 の 者

の 出席 を 求 め て 意見 を聴 く こ と が で き る 。

（部会）

第 8 条 委員会 は 、 必要が あ る と 認 め た と き は 、 部 会

を 置 く こ と がで き る 。

（庶務 ）

第 9 条 委員会 の 庶務 は 、 関係部局 の 協力 を 得 て 庶 務

課及 び学生課 に お い て 処理す る 。

．， 

附 員lj

こ の規則 は 、 平成 3 年 5 月 10 日 か ら 施行す る 。

富 山 大学大学教育改善検討委員会規 則 の 制 定理由

大学審議会答 申 「大学教育 の 改善 に つ い て 」 （ 平

成 3 年 2 月 8 日 ） に 基 づ き 、 本学 に お け る 一 般 教 育

と 専門教育 の 在 り 方、 開設授業 科 目 と カ リ キ ュ ラ ム

の大綱、 一般教育 の実施組織 の 在 り 方等大学教 育 の

問題 に つ い て具体的検討を進 め る た め 、 大学教 育 改

善検討委員会 を 設置 し 、 そ れ に 必要 な 所要事項 を 定

め る 。

富山 大学私学研修員 、 専修学校研修員及 び公立大学
研修員規則 の一部改正

富 山大学私学研修員 、 専修学校研修 員 及 び 公 立大学研修員規則 の一部 を 改正 す る 規則 を 次 の と お り 制定 す る 。

平成 3 年 6 月 21 日
富 山大学長 小黒千足
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門学校研修員及 び公立大学研修員 J に 改 め る 。

富 山 大学私学研修員 、 専修学校研修員及 び公立大

学研修員 規則の一部 を 改正す る 規則

富 山 大学私学研修 員 、 専修学校研修 員及 び公立 大 学

研修員規則 （昭和59年 2 月 17 日 制定 ） の 一 部 を 次 の よ
う に 改正す る 。

題 名 中 「及 び 公立大学研修員」 を 「、 公 立 高 等 専 門

学校研修員及 び公立大学研修員」 に 改 め る 。

第 1 条 中 「及 び公立大学研修 員 」 を 「、 公 立 高 等 専

門学校研 修員及 び公立大学研修 員 」 に 改 め る 。

第 2 条 中 「及 び 公 立大学」 を 「、 公立高 等 専 門 学 校

及 び公立大学」 に 改 め る 。

第 3 条 中 「又 は 公 立大学長」 を 「、 公 立 高 等 専 門 学

校長又 は 公立大学長」 に 改 め る 。

第 6 条 中 「及 び公立大学研修員 」 を 「、 公立高等専

報 第325号

附 則

こ の 規 則 は 、 平成 3 年 6 月 21 日 か ら 施行 し 、 平 成 3

年 4 月 1 日 か ら 適 用 す る 。

砂 富 山 大学私学研修 員 、 専修学校研修員 及 び公 立 大

学研修員規 則 の 改正理 由

「私学研修 員 、 専修学校研修員及 び公立大 学 研 修

員受入実施要項」 の一部改正 （平成 3 年 4 月 1 日 文

学助第 133号文部省学術 国 際 局 長 通 知 ） に 伴 い 、 平

成 3 年度か ら 公立高等専門学校 の 教職員 につ い て も 、

「私学研修員、 専修学校研 修 員 及 び 公 立 大 学 研 修 員

制度」 に よ り 受入 れ を 行 う こ と と な っ た た め 、 所要

事項 を 改 め る 。

富山 大学大学院理学研究科規則 の一部改正

富山大学大学院理学研究科規則の一部を改正す る 規則を次の と お り 制定す る 。

平成 3 年 6 月 21 日

富 山大学大学院理学研究科規則の一部 を 改正す

る 規則

富 山 大学大学院理学研究科規則 （昭和53年 4 月 1 日

制定 ） の一部 を 次 の よ う に 改正す る 。

第 3 条 中 「、 助教授」 を 「、 助 教授又 は 講 師 」 に 改

め る 。

第 1 1条第 2 項 中 「助教授」 を 「助教授又 は 講 師 」 に

改 め る 。
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富 山大学長 小黒千足

附 員I]

こ の 規則 は 、 平成 3 年 6 月 21 日 か ら 施行す る 。 た

だ し 、 別表化学専攻 に 係 る 改正 に つ い て は 、 平 成 3

年10月 1 日 か ら 施行す る 。

砂 富 山 大学大学院理学研究科規則 の改正理 由

理学研究科の 研究指導 を よ り 円 滑 に 行 う た め 、 指

導教官及 び学位論 文 の 審査委員 に 講 師 を 加 え る と と

も に 、 教育内容の充実 を 図 る た め 、 化学専攻 の 授 業

科 目 を 整理 し 、 所要事 項 を 改 め る 。

富山 大学人文学部規則 の一部改正

富 山大学人文学部規 則 の 一部 を 改正す る 規則 を 次 の と お り 制定 す る 。

平成 3 年 7 月 19日

円ノ副円J

富 山大学長 小黒千足
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富 山 大学 人文学部規則 の一部 を 改正す る 規則 「

富 山大学人文学部規則 （昭和52年 5 月 16 日 制 定 ） の

一部 を 次 の よ う に 改正 す る 。

別表人文学 科 の 表 中

｜ 人 文 地 理 学 特 殊 講 義 I 14 I を

｜ 人 文 地 理 学 特 殊 講 義 I iz I に 、

」

「

国
「

学 [i_」 を

｜ 地 誌 学 I 4 I , ｜ 自 然 地 理 学 I 2 I 
J 

.」

誌

報 第325号

｜ 視 聴 覚 教 育 I 2 I を

「

視 1患 覚 教 育 2 

政 y台 てA主「4 2 

社 4:;; 』 サ,u.ーι 総 量��”包 4 

国 際 経 済 A守凶与 4 

」

に 改 め る 。

附 則

1 こ の規 則 は 、 平成 3 年 10月 1 日 か ら 施行す る 。

2 こ の 規則施行前 の 専 門教育課程移行者 に つ い て

は 、 な お従 前 の 例 に よ る 。

惨 富 山 大学人文学部規則 の 改正理 由

授業科 目 及 び単位数 を 整理 し 、 教育内容 の充実 を 図

る た め 、 所要事項 を 改 め る 。

富 山大学経済学部規則 の一部改正

富 山 大学経済学部規 則 の 一部 を 改正す る 規則 を 次 の と お り 制定 す る 。

平成 3 年 7 月 19 日

富 山 大学経済学部規則 の一部 を 改正す る 規則

富 山大学経済学部規則 （昭 和50年 6 月 27 日 制 定 ） の

一部 を 次 の よ う に 改正 す る 。

別表第 1 経済学科 （夜間主 コ ー ス ） 、 経営 学 科 （ 夜

間主 コ ー ス ） 及 び経営法学科 （夜間主 コ ー ス 〉 を 次 の

よ う に 改 め る 。 （別添 1 の と お り ）

別表第 2 （ 夜 間 主 コ ー ス 〕 を 次 の よ う に 改 め る 。

（別添 2 の と お り ）

附 J{lj

1 こ の 規 則 は 、 平成 3 年 7 月 19 日 か ら 施行 し 、 平

成 3 年 4 月 1 日 か ら 適 用 す る 。 ただ し 、 夜間主 コ ー

ス に あ っ て は 、 平成 3 年 4 月 1 日 専門教育課程移

行者 か ら 、 昼間主 コ ー ス に あ っ て は 、 平成 3 年 1 0

月 1 日 専 門教育課程移行者か ら そ れ ぞ れ適用 し 、

富 山大学長 小黒千足

夜間主 コ ー ス の平成 2 年 10月 1 日 以前 の 専 門 教 育

課程移行者及 び昼間主 コ ー ス の 平成 3 年 4 月 1 日

以前の専門教育課程移行者 に つ い て は 、 な お 従 前

の 例 に よ る 。

2 別表第 1 中 「 自 由 選択科 目 」 の 欄 は 、 平 成 2 年

度入学者か ら 適用 し 、 平成元年度以前 の 入学 者 に

つ い て は 、 な お 従前の 例 に よ る 。

円。円。
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経 済 学 科 （夜間主 コ ー ス ）
授 業 科 目 及 び 単 位 数 別添 l

単 位 数 単 位 数
系

開 必 選 選
系

開 必 選 選
授 業 科 目 択 授 業 科 目 択

列 必 列 必
設 修 修 択 設 修 修 択

経 済 原 論 I 4 4 車至 首－ 科 学 概 8＇附� 4 4 
理 経 済 原 奇of岡� II 4 4 経 菅 経 営’

数 学 4 4 
論 経 済 変 動 号酎Z稲. 4 4 営 理 経 戸邑..,. 統 計 4 4 
経 現 代 資 本 主 義 論 4 4 A千�』 科 ゲ 一 ム 分 析 4 4 
済 経 済 H→A 一 史 4 4 系 千A孟4も・ 情 報 処 理 総 毛pf＇岡‘ 4 4 A子�与' 生 活 経 済 学 4 4 プ ロ グ ラ ミ ン グ 演 習 4 4 

経 経 済 史 総 きd与間、 4 4 憲 法 4 4 
世 界 経 済 号品1開3‘ 4 4 行 政 法 4 4 

比 日 本 経 済 雪旬A開 4 4 基 税 法 4 4 
較 日 本 産 業 r 寵 4 4 経 地 方 自 治 法 2 2 
経 経 済 地 理 学 4 4 地 方 公 務 員 法 2 2 

済 済 地 域 開 発 号ff岡' 4 4 礎 資I] 法 4 4 
を画晶閥 社 会 学 �£ 毛開ι閉 4 4 対リ 事 訴 訟 法 4 4 

産 業 社 メ....... 、 み寸＆ーa」 4 4 比 較 法 概 号t·f四 2 2 
地 域 社 会 学 4 4 営 法 政 治 学 4 4 
経 済 政 策 総 号白辺崎、 4 4 国 際 政 治 �込 2 2 

必－$ 産 業 政 策 4 4 財 産 法 I 4 4 
政 農 業 政 策 4 4 民 財 産 法 II 4 4 
策 資 源 政 策 4 4 事 家 族 法 4 4 
科 社 会 政 策 4 4 法 法 民 事 訴 宮”品、 法 4 4 
学 7i 働 経 済 8"' W包 4 4 破 産 法 2 2 

系 経 済 統 計－ 学 4 4 商 法 4 4 
計 量 経 済 学 4 4 .a:ム 手 形 切 手 法 4 4 
金 融 告..，.. 冊 4 4 保 険 ． 海 商 法 4 4 

応 銀 行 号画晶岡 4 4 学 業 証 券 取 ヨ ｜ 法 4 4 
用 国 際 金 融 吾昼♂間' 4 4 経 済 法 4 4 
経 財 政 :'.¥: 総 吾面辺開、 4 4 関 1目 費 者 保 護 法 2 2 
済 地 方 財 政 吾•＂岡 4 4 雇 用 法 4 4 
'.:f: 国 際 経 済 ，弓Hー． 4 4 係 社 会 保 陣 法 2 2 

経 営 学 総 号l岡. 4 4 系 国 際 取 ヨ ｜ 法 4 4 
経 営 学 史 4 4 法 国 際 公 法 4 4 
経 戸邑‘’、 組 織 ヨ日担間

当ゐ 4 4 国 際 経 済 組 織 法 2 2 
経 経 営 管 理 ー／岡> 4 4 経 済 学 演 習 8 8 

企 業 �A a周 4 4 共 通 卒 業 f面t岡' 文 6 6 
経 昌 環 境 三／＂岡 4 4 日 本 史 学 総 号a必岡. 2 2 

経 経 営 史 総 モaきd岡' 4 4 自 由選択 日 本 史 概 説 2 2 
宮－ 日 本 経 営 史 2 2 西 洋 史 学 総 雪目品即也 2 2 

出7J血． 務 管 理 号；／岡. 4 4 科 目 東 洋 史 概 説 2 2 
組 織 fT 動 号／•冊 4 4 峨 業 t包日 導 4 4 

営 財 務 会 言十 A面A岡 4 4 
学 税 務 会 計 2 2 備 考

簿 �c 原 理 4 4 
こ の表に掲げ る 授業科 目 の ほか、 特殊講義を設け る こ と国 際 経 営 論 4 4 

学 比 較 経 営 壬品Z開h‘ 4 4 がで き る 。
財 務 管 理 4 4 
管 理 � 計 論 4 4 2 自 由選択科目 は、 教員免許状取得のた め の授業料目で、

応 原 価 計 算 壬品A開 4 4 卒業に必要な基準単位の う ち に加え な い。
系 流 通 総 ミ面ι開 4 4 

用 マ ー ケ テ ィ ン グ 論 4 4 
リ ス ク ・ マ ネ ジ メ ン ト 総 論 4 4 

経 ス ク 理 号；｛＂問 4 4 
保 険 総 毛／＇岡 4 4 

営 保 r� 経 営 8＇冊>. 4 4 
経 「呈 戦 略 モ品ノ開、 4 4 

A且τqu
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経 営 学 科 （夜間主 コ ー ス ）
授 業 科 目 及 び 単 位 数

単 位 数 単 位 数
系

選 選
系

El目授 業 科 目
開 必

授 業 科 目
必 選 選

択 択
列 必 列 必

設 修 修 択 設 修 修 択

経 済 原 五命 I 4 4 経 営 科 寸，，.，一' 概 －面d岡' 4 4 
理 経 済 原 f画，，周s‘ II 4 4 経 タ民巴 経 P昌�、 数 学 4 4 
i命 経 済 変 動 号i／問' 4 4 呂 理 経 営 統 E十 4 4 
経 現 代 資 本 主 義 論 4 4 学 科 ゲ ム 分 析 4 4 
済 経 済 学 史 4 4 系 許守可与 情 報 処 理 総 壬ri'岡' 4 4 A子，＿，，λ 生 活 経 済 A子＂ー' 4 4 プ ロ グ ラ ミ ン グ 演 習 4 4 

経 経 済 史 総 f品，，開' 4 4 憲 法 4 4 
世 界 経 済 さ品ま£問匙 4 4 行 政 法 4 4 

比 日 本 経 済 ラ長l問語、 4 4 基 税 法 4 4 
較 日 本 産 業 壬aλ制語、 4 4 経 地 方 自 治 法 2 2 
経 経 済 I也 理 学 4 4 地 方 公 務 員 法 2 2 

済 済 地 域 開 発 吾前d岡弘 4 4 礎 庁I] 法 4 4 
号両d問' 宇土 dヨ』エ 学 総 幸日A間 4 4 jf!J 事 訴 訟 法 4 4 

産 業 宇土 会 ，：子w. 4 4 比 較 法 概 －白d岡b除 2 2 
地 域 社 メz当x• 学 4 4 営 法 政 治 f ゐ 4 4 
経 済 政 策 総 a,6. 岡 4 4 国 際 政 治 A千λd一」 2 2 

学 産 業 政 策 4 4 財 産 法 4 4 
政 農 業 政 策 4 4 民 財 産 法 II 4 4 
策 資 源 政 策 4 4 事 家 族 法 4 4 
科 社 会 政 策 4 4 法 法 民 事 訴 訟 法 4 4 
学 労 働 経 済 論 4 4 破 産 法 2 2 

系 経 済 統 5十 千..,,. 4 4 商 法 4 4 
言十 量 経 済 学 4 4 i人r. 手 形 切 手 法 4 4 
金 融 ユ，／問' 4 4 保 険 ． 海 商 法 4 4 

応、 銀 fT E命 4 4 学 業 証 券 取 号 ｜ 法 4 4 
用 国 際 金 融 号，／岡' 4 4 経 済 法 4 4 
経 財 政 学 総 品;i,6.閥 4 4 関 i肖 費 者 保 設 法 2 2 
済 地 方 財 政 論 4 4 雇 周 法 4 4 
学 国 際 経 済 学 4 4 係 ネ士 会 保 陣 法 2 2 

経 営 学 総 吾ロd間' 4 4 系 国 際 取 号 ｜ 法 4 4 
経 営 ，寸�ー－ 史 4 4 法 国 際 公 法 4 4 
経 営 組 織 論 4 4 国 際 経 済 組 織 法 2 2 

経 経 営 管 理 号｛岡' 4 4 経 呂 学 演 習 8 8 
� 業 5命 4 4 共 通 卒 業 モ.＂岡' 文 6 6 
経 営 環 境 Z命 4 4 経 営 学 外 国 書 講 読 4 4 

経 経 営 史 総 吾，／岡' 4 4 日 本 史 '.'f: 総 ユ面岡A 2 2 
営 日 本 経 呂 史 2 2 自 由選択 日 本 史 概 説 2 2 

治－ 務 管 理 号面バ閥' 4 4 西 洋 史 f: 事念 ヨl冊' 2 2 
組 織 fT 動 会／＇岡 4 4 科 目 東 洋 史 概 説 2 2 

営 財 務 会 計 号ii,6.閥 4 4 職 業 指 導 4 4 
学 税 務 会 言十 2 2 

簿 記 原 理 4 4 備 考
国 際 経 P邑,,,. 5命 4 4 

こ の表に掲げ る 授業科 目 の ほか、 特殊講義を設け る こ と学 比 較 経 営 論 4 4 
財 務 管 理 4 4 がで き る 。
管 理 Zコ民I.. 論 4 4 

応 原 価 言十 算 去UをA問 4 4 2 自 由選択科 目 は、 教員免許状取得の ため の授業料目で、
系 流 通 総 号員き必冊匙 4 4 卒業に必要な基準単位の う ち に加え ない。

用 マ ー ケ テ ィ ン グ 論 4 4 
リ ス ク ・ マ ネ ジ メ ン ト 総論 4 4 

経 ス ク 理 壬函Z岡I. 4 4 
保 険 f品M岡‘ 4 4 

呂 保 険 経 営 t両sノ側、 4 4 
経 営 戦 U府 圭”ι”” 4 4 

同hu円J
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授 業 科 目 及 び 単 位 数
経 営 法 学 科 （夜間主 コ ー ス ）

単 位 数 単 位 数
系

日目 必 選 選
系

開 必 選 選
授 業 科 目 択 授 業 科 目 択

列 必 列 必
設 修 修 択 設 修 修 択

経 済 原 号面l開>. I 4 4 経 営 科 号＂＂ー－ 概 � 問 4 4 
狸 経 済 原 ラ品辺開、 II 4 4 経 管 経 営 数 学 4 4 
きJ!;,W包 経 済 変 動 三iii会岡‘ 4 4 営 理 経 呂 統 計 4 4 
経 現 代 資 本 主 義 論 4 4 p子�与－ 科 ゲ ー ム 分 析 4 4 
済 経 済 � ‘a‘ 史 4 4 系 ぶ＋品先 情 報 処 理 総 ミ員ゐ岡‘ 4 4 
悼4ん－ 生 活 経 済 学 4 4 プ ロ グ ラ ミ ン グ 演 習 4 4 

経 経 済 史 総 f面＇�岡>. 4 4 憲 法 4 4 
世 界 経 済 毛画主岡‘ 4 4 行 政 法 4 4 

比 日 本 経 済 �，問' 4 4 基 税 法 4 4 
較 日 本 産 業 乏；；＂＇岡. 4 4 経 地 方 自 治 法 2 2 
経 経 済 地 理 ふ子孟ゐー 4 4 地 方 公 務 員 法 2 2 

済 済 地 域 開 発 号函辺岡
匙 4 4 礎 jf!j 法 4 4 

壬a企岡
. 社 会 A千比・ 総 壬函ι間 4 4 汗リ 事 訴 訟 法 4 4 

産 業 社 会 学 4 4 比 較 法 概 モ開ι問 2 2 
地 域 社 会 a→ ... 一． 4 4 p昌�、 法 政 治 学 4 4 
経 済 政 策 常念

ー
a
メ
冊>. 4 4 国 際 政 治 持＂＇＋＂・ 2 2 

寸＂＂ー－ 産 業 政 策 4 4 財 産 法 I 4 4 
政 農 業 政 策 4 4 民 財 産 法 II 4 4 
策 資 源 政 策 4 4 事 家 族 法 4 4 
科 社 会 政 策 4 4 法 法 民 事 訴 夜U.L>、‘ 法 4 4 
f 労 働 経 済 論 4 4 破 産 法 2 2 

系 経 済 統 計 学 4 4 商 法 4 4 
計 量 経 済 学 4 4 _& 手 形 切 手 法 4 4 
金 融 占a色l冊

' 
4 4 保 険 ． 海 商 法 4 4 

応 銀 fT 論 4 4 s寸＂＂一 業 証 券 取 号 ｜ 法 4 4 
用 国 際 金 融 τr· 周 4 4 経 済 法 4 4 
経 財 政 学 総 2命 4 4 関 1首 費 者 保 議 法 2 2 
済 地 方 財 政 ミl／岡>. 4 4 雇 用 法 4 4 
学 国 際 経 済 学 4 4 係 社 会 保 障 法 2 2 

経 呂 A寸叫一 総 壬l岡>. 4 4 系 国 際 取 号 l 法 4 4 
経 営 学 史 4 4 法 国 際 公 法 4 4 
経 営 組 織 論 4 4 国 際 経 済 組 織 法 2 2 

経 経 営 管 理 ミr/岡>. 4 4 法 pーてF-、 演 習 8 8 
企 業 さ画子d岡>. 4 4 土）：、 通 卒 業 号面d周>. 文 6 6 

経 営 環 境 モa企附‘ 4 4 法 学 外 図 書 講 読 4 4 
経 経 営 史 総 弓•＂＇岡

. 4 4 日 本 史 学 総 毛a主£岡
. 2 2 

官’ 日 本 経 戸昌主a也 史 2 2 自 由選択 日 本 史 概 説 2 2 
労 務 管 理 ユ隠ゎ附‘ 4 4 科 目 西 洋 史 学 総 壬面i開>. 2 2 
組 織 fT 動 �，岡' 4 4 東 洋 史 概 説 2 2 

営 財 務 会 計 ラt問>. 4 4 
学 税 務 会 言十 2 2 備 考

簿 記 原 理 4 4 
こ の表に掲げ る 授業科 目 の ほか、 特殊講義を設け る こ と国 際 経 戸品�恥 モ面担開当‘ 4 4 1 

学 上t 較 経 営 長画問晶 4 4 がで き る 。
財 務 管 理 4 4 
タ民官 理 会 百十 ミ.t岡 4 4 2 自 由選択科 目 は、 教員免許状取得の ための授業科目で、

応 原 価 5十 算 宅�＂問. 4 4 卒業に必要な基準単位の う ち に加え な い。
系 流 通 総 モa左岡. 4 4 

用 マ ー ケ テ ィ ン グ 論 4 4 
リ ス ク ・ マ ネ ジ メ ン ト 総論 4 4 

経 ス ク 理 毛員ゐ同‘ 4 4 
保 険 総 吾f(>岡 4 4 

宮－ 保 険 経 営 －画R問' 4 4 
経 営 単文

略
吾長ノ岡、 4 4 

nnv

 

nべU
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別添 2
（夜間主 コ ー ス ）

経 済 学 科 経 営 学 科 経 営 法 学 科

区分 授 業 科 目 単 位 授 業 科 目 単 位 授 業 科 目 単 位

必 経済学演習 経営学演習 法学演習

修 経営学演習 8 A 経済学演習 8 A 経済学演習 8 A 

科 法学演習 法学演習 経営学演習

目

計 一一一一一一一 8 一一一一一一 8 一一一一一一一 8 

経済原論 I 憲法 4 

経済原論 E 行政法 4 

選 刑法 4 

財産法 I 4 

択 財産法 E 4 
c 

民事訴訟法 4 

必 商法 4 

手形小切手法 4 

イ彦 雇用 法 4 

卒業論文 6 

科

目

計 一一一一一一一 4 一一一一一一一 ／／ 一一一一一一 16 

選 経済学系32単 位 を 64以上 経営学系36単位 を 68以上 経営法学系 16以上

択

科 含 め 含 め 経済 ・ 経営学系 36以上

目

計 一一一一一一 64以上 一一一一一一 68以上 一一一一一一 52以上

合 計 一一一一一一一 76以上 一一一一一一一 76以上 一一一一一一 76以上

注 A . 演 習 8 単位 を 必修 と す る 。
B .  1 科 目 を 選択必修科 目 と し 、 他 の 科 目 は選択科 目 と す る 。
c .  4 科 目 を 選択必修科 目 と し 、 他 の 科 目 は選択科 目 と す る 。
D . 一般教育課程及 び専門教育課程 に お い て 、 30単位を限度 と し て 、 昼間主 コ ー ス で 開講 さ れ る 授業科 目

か ら 履 修 す る こ と がで き る 。 た だ し 、 演 習 、 外国書講読及 び卒業論文 は 除 く 。

砂 富 山 大学経済 学部規則 の 改正理 由

夜間主 コ ー ス の授業科 目 及 び単位数 を 整理 し 、 教

育 内 容 の 充実 を 図 る た め 、 所要事項 を 改 め る 。

司tqu
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富 山 大 学 経 済 学 部 規 則 の 一 部 改正

富 山大学経済学部規 則 の 一部 を 改正 す る 規則 を 次 の と お り 制定 す る 。

平成 3 年 7 月 19 日

富 山 大学経済学部規 則 の一部を

改正す る 規則

富 山大学経済学部規則 （昭和50年 6 月 27 日 制 定 ） の

一部 を 次 の よ う に 改正 す る 。

別表第 1 経済学科 （昼間主 コ ー ス ） ， 経営学科 （ 昼

間主 コ ー ス ） 及 び経営法学科 （昼間主 コ ー ス ） を 次 の

よ う に 改 め る 。 （ 別添 1 の と お り ）

別表第 2 （ 昼 間 主 コ ー ス ） を 次 の よ う に 改 め る 。

（別添 2 の と お り ）

附 員lj

1 こ の 規則 は， 平成 3 年 10月 1 日 か ら 施行す る 。 た

富 山大学長 小黒千足

だ し ， 昼間主 コ ー ス に あ っ て は， 平 成 3 年 10月 1 日

専門教育課程移行者か ら ， 夜 間主 コ ー ス に あ っ て は，
平成 3 年 4 月 1 日 専門 教育課程移行者か ら そ れ ぞ れ

適用 し ， 昼間主 コ ー ス の 平成 3 年 4 月 1 日 以前 の 専

門教育課程移行者及 び夜間主 コ ー ス の平 成 2 年10月

1 日 以前の専門教育課程移行者 に つ い て は， な お 従

前 の 例 に よ る 。

2 �lj表第 1 中 「 自 由 選択科 目 」 の 欄 は ， 平 成 2 年 度

入学者か ら 適用 し ， 平成元年度以 前 の 入学者 に つ い

て は ， な お従 前 の 例 に よ る 。

口。円。
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別表第 1

経 済 学 科 （昼間主 コ ー ス ）

別添 1
授 業 科 目 及 び 単 位 数

系 単 位 数 系 単 位 数
授 業 科 目 開 必 選必 選 授 業 科 目 開 必 選必 選

列 設 修 択修 択 ヲlj 設 ｛彦 択修 択、、、 ク
ロロ

経
経 済憐 年学： 

4 4 4 4 理 てr ク 4 4 応 4 4 
経 済 原 号u'問. II 4 4 

経
用

呂

リ ス ク 理 4 4 
f面·�冊. 経 済 変 動 宅品ゐ岡 4 4 

経
常険
険 経戦

4 4 現 代 資 本 主 義 論 4 4 4 4 
経 経 済 学 史 4 4 4 4 

厚 生 経 済 モミ！ 4 4 
呂 4 4 済 数 理 経 済 学 4 4 4 4 

経 経 済 発 展 3命 4 4 f’自"" 4 4 
学 生 活 経 済 学 4 4 学 4 4 

経 済 人 類 学 4 4 理 4 4 
経
西 済洋 経史 総済

品.，，問、 4 4 4 4 
史 4 4 

系 科 2 2 比 日 本 経 済 史 4 4 ゲ ー ム 4 4 
世 界 経 済 ユ.｛＇問> 4 4 学 情 報 処 4 4 

較 海 外 経 済 事 情 4 4 シ ス テ 4 4 
日 本 経 演 f品Fメ問〉 4 4 4 4 済 経 日 本 産 業 モ品子／開、 4 4 4 4 経 済 ま也 理 弓，Uf: 4 4 4 4 済 地 域 日目 発 吾品d開

h‘ 4 4 経 基 4 4 
ネ土 � －点f: 総 受品£開込 4 4 4 4 

a三a岡. 社 会 I[; 、 理 学 4 4 4 4 
産 業 社 会 学 4 4 礎

刑
刑比 事

較

法
訴
法

総

各訟
概

4 4 
士也 験 ネ士 メA』� 学 4 4 4 4 
経
産

街
業

政 議
政

総
策論

4 4 4 4 
政 4 4 法 2 2 学 農 業 政 策 4 4 A民とニ会. 政

国 際
治

政 治
4 4 

策 資 源 政 策 4 4 2 2 
ネ土 会 政 策 4 4 ‘伝

総
民
法
法

法

lj 4 4 
科 社 会 福 ねt 4 4 民 4 4 7品丞3,, 働 経 2長 吾｛岡込 4 4 4 4 
A千,_,. 数 理 統 言十 子 4 4 事 権 保 4 4 

経 済 統 学 4 4 法 4 4 
計 量 経 済 学 4 4 法 法 事事

号，，；�瓦
T 
、 法

法
法

4 4 
忠 金金 政融

論 4 4 4 4 
系 融 策

論

4 4 2 2 
用 銀 行 ラIIメ岡

. 4 4 商
会手
保

訟
形
険

韓

券

則
小・ 役

取滋

・
切梅

商 行

引
手碕
為 法法

法
法

法
法

4 4 
国 際 金 融 吾民メ間h、 4 4 4 4 

経 財 政 学 総 a去iA
附 4 4 且A二

4 4 
租 税 I去d弓『：聞問. 4 4 学 4 4 
財 政 政 策 4 4 4 4 滋 地 方 財 政 毛of岡. 4 4 業 4 4 

学 国 際 経 済 学品開
4 4 

関 2 2 

多 国 籍 企 業 4 4 4 4 
経

経
営

営
営

学

学

方
学

総

法
論史

4 4 
係 4 4 

4 4 2 2 
経 出品開 2 2 法 4 4 
経 首 キ且 職 モ画ラd剛、 4 4 系 2 2 

経 経 経 ，、凸主，， 管 理 号両A附 4 4 4 4 
.& 業

ラ
品A開 4 4 2 2 

経 昌 環 境 ラ函A間 4 4 経
経

経済
済
済
学学外

学
卒国業脅

級
論講雲官文細

説

論
説

導

8 8 
経 営 史 総 号画ゐ岡 4 4 共 通 6 6 

g 日 本 経 営 史 2 2 4 4 
昌 労 務 タ目耳 im 毛，／＂附 4 4 

西磁東日日

本

洋
本

洋
業

史

史
史

史

学

学

指

概
領
総
総

2 2 
労 使 関 係 三／＇＇岡 2 2 自 由 選 択 2 2 
組 織 fT 動 τ品子／問、 4 4 2 2 
財 務 会 モ日h開 4 4 科 目 2 2 

学 税 務 τ� 2 2 4 4 学 簿 雪�� 原 迎 4 4 
監 査経

ラ壬員aノ
A
同問' 4 4 備 考国 際 呂 4 4 こ の表にmげる授業科目のほか， 特殊講義を設ける こ とが

上七 一

理

絞審 経 営

重論
4 4 

予問タ目耳
4 4 でき る。

系 ri:� 
算 管

会 官計理
4 4 

用 2 2 2 自由選択科目は， 教員免許状取得のための授業科目で， Z私
経

営
原流 価

通
計

総算 号品�－ノd開附、. 4 4 
4 4 業に必要な誌司li!:j1佼の う ちに加えない。マ ー ケ テ ィ ン グ 論 4 4 

nHu

 

nd
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経 営 学 科 （昼間主 コ ー ス ）

系

ヲlj

理
ユf/岡. 
経

済
経

学

比
較

済 経

済

ミ長手ふ岡

学 政
策
科
学

系 �！） 

用

経

済
学

経 経

苦 包－

学 学

系 応
用
経邑

-40 -

授 業 科 目

ミ ク
ロ 原本愛

経
経主学論動

済
済

義
学
学マ ク ロ

経 E
e耳現

経

＜；：；立正 号寄日。
史
: 同間

重 活済
済類

地経
域会業訟会 開学

心
総理発社社産

社 会
言 言

学
策

地 域 社
経農産 済 業

業

政 策
政
政 策

資

働

源
会
会
経

政
政

福

計
済計

策社社
学

策

祉

論学学労
数

経
量
理
済 統

統
経済計

金金 政
融 －”，，，，附. 

融 策 aさR聞' 

経
経

陸桂
経

宮営

宮

営

宮学学

日 本 経 営理労
労組

務使
織
管

関行 動係
財 務 会 計
税 務記 会
J簿I�孟

原

国
際監

理

富 査経 営
論
論

比 経 営 論

予財管 算
会
管

管
理
計

出論論

原流
価

通
計 総算 号ユ：；λノ岡岡.. 3、

マ ー ケ テ ィ ン グ 論

品同一手 報 第325号

授 業 科 目 及 び 単 位 数

単 位 数
開 必 :ilii 必 選
設 ｛彦 択修 択4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 
2 2 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 
2 2 4 4 
2 2 4 4 4 4 
2 2 4 4 4 4 4 4 4 4 4 : 4 
2 2 4 4 4 4 4 4 

系

列

Iぶ
用

経 経tヨ

今g

管

：子 理

系 科
学

経 基

礎

法
呂

民

事
法 法

I°" 正；ム

� 
業

関

係

系 法

共 通

自 由 選 択
科 目

備 考

授 業 科 目

泊リ ス ク資・ マ者ネ ジ口メ ン醐ト 総論
論

言論
論

払画危園

保保
経

リ 険
営
ス険

経戦
ク 総理

営略

刑
刑
刑比

政
国

事較
際

法
訴
法拍
政

総
各訟概

治 学

論
論

法論

学

民物債償家民

法 総、
法員
法

lj 

法
法

法
民 法

法破

会手保証
商 法車険

総
券

n小lj・ 取務
社・ 切海商 汀引手商為援法法

法
法

経

経
経苧営

洋

宮

本

淳

学

業

主

史

学
卒

史
史

塾

学

業

指

童樹観

概
語
総

論

首文読
西東職日

日
論説論説尊

単 位 数
開 必 選 必 選
設 f彦 択修 択4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 
2 2 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 
2 2 4 4 
2 2 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 
2 2 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 
2 2 4 4 4 4 
2 2 4 4 
2 2 4 4 
2 2 
8 8 
6 6 4 4 
2 2 
2 2 
2 2 
2 2 4 4 

1 こ の表に掲げる綬業科目のほか， 特殊講義を設ける こ とが
できる 。

2 自由選択科目は， 教員免許状取得のための授業科目で， 卒
業に必要な基準単位の う ち に加えない。



平成 3 年 8 月 発行 品同寸L 報 第325号

経 営 法 学 科 （昼間主 コ ー ス ）
授 業 科 目 及 び 単 位 数

系 単 位 数 系 単 位 数
授 業 科 目 関 必 選必 選 授 業 科 目 開 必 選必 選

列 設 修 択 修 択 列 設 修 択修 択
ミ ク ロ 経 街 学 4 4 消 費 者 行

動 論論論
論論

論

4 4 
理 マ ク ロ 経 済 学 4 4 応 リ ス ク ・ マ ネ ジ メ ン ト 総 4 4 経 済 原 論 II 4 4 用 リ ス ク 総理

営
略

4 4 
論 経 済 変 動 4 4 経 保 4 4 

現 代 資 本 主 義 論時 4 1 砧ぽ 営 保 協険 経 4 4 
経 経 済 学 白史岡 4 4 経 営

｝事長E 戦 4 4 
厚 生 経 済 学 4 4 4 4 

済 数 理 経 済 学 4 4 営 4 4 
経 経 済 発 展 論 4 4 管 4 4 

学 生 活 経 済 学 4 4 学 4 1 
経 済 人 類 学 4 4 理 4 4 経 済 史 総 論 4 4 4 4 
西 洋 経 済 史 4 4 系 科 2 2 比 日 本 経 済 史 4 4 分

グ
総
分筑

4 4 
世 界 経 済 論 4 4 学 情 報 処 理 4 4 較 海 外 経 済 事 情壬l岡

' 4 4 シ ス テ ム 4 4 
済 経

経
日
日

本

本済

経
地

産 業E
済
'11 学

論 i ! 窓軍�
税
フr

T 

．
ロ
法
法
グ� ラ（（統人

ミ 治ン 機 構権
論
論

法

� ! : 4 

済 地 域 開 発 論 4 4 経 基 政 法 総 4 4 社 会 学 総 論 4 4 政 法 各 4 4 論 社 会 心 理 学
学
学
4 4 4 4 産 業 社 会 4 4 礎 刑 法 総各訟

論告法�·必岡' 4 4 
地 域 社 会 4 4 刑 法 4 4 
経 尚 政 策 総 論 4 4 刑 事 訴 4 4 
産 業 政 策 4 4 法 比 較 法 概 2 2 

学 政 農 業 政 策
策
策祉

4 4 営 政 治 4 4 
策 資 源 政 4 4 国 際 政 治 2 2 社 会 政 4 4 恋 総 4 4 

社 会 福 4 4 権
権

担族 4 4 科 労 働 経 済 l学
学
品＋ i歯 4 4 民 4 4 

，山， 数 理 統 計 4 4 事 権 保 4 4 
経 済 統 4 4 4 4 
百十 霊 経

計
済 4 4 法 占凶＋ 事事 訴品

訟
行

法 4 4 
系 応 芸 融 設 策

論
論
論品
品
論
論

価

: : 引産
法法 � � 

用 銀 行 4 4 4 4 
国 際 金 融 4 4 4 4 

経 財 政 学 総 4 4 
』八；L 4 4 

租 税 4 4 4 4 
済 財 政 政

財
経
策 論 4 4 且Tリド 業 4 4 

地 方 政 論 4 4 4 4 
出 国 際 済 学－員A同 4 4 関 2 2 

多 国
1
官
官

言官一
学

籍

組

企一
方
一
学
恵

織

業

法
一

4 4 4 4 
経 4 4 係 4 4 
経 4 4 2 2 
経 2 2 法 4 4 

経 4 4 系 2 2 経 4 4 4 4 4 4 2 2 経 営 環 境 4 4 
学
京
学

洋
本
洋

字
外卒

史

国
史
'it'

業

学

書
演
一
概

櫛夜

総

論講 読文首
8 8 経 営 史 総 4 4 共 通 6 6 

日 本 経 営 2 2 4 4 
営 E苦 労 管 理 4 4 日 2 2 

労 務使 関 係 2 2 自 由 選 択 日
E説諭言論·� 

2 2 組 織 行 動
計
論
論理 4 4 科 目 西 2 2 

財 務 会 計 4 4 東 2 2 
学 時T

税
時 務記 会原 � 2 

4 備考E『♀� 査 論 4 4 
国 ｜際 経 営 論 4 4 1 こ の表に掲げる授業科目のほか， 特殊講義を設ける こ とが
比 較 経 菅営

計
一 論 4 4 

系 応 財管 理務
2会� 論論

論
論理

! ! でき る0
用 予 計回 理 2 2 2 自由選択科目は， 教員免許状取得のための授業科目で， 卒経
営 原流 算価通 総r.r ! ! 業に必要な基準単位の う ちに加えない。マ ー ケ テ ィ ン グ ；命 4 4 

1i
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別添 2 
別表第 2

〈昼間主 コ ー ス ）
単 位 修 得 方 法

経 済 学 科 経 営 学 科 経 営 法 学 科
区分 授 業 科 目 単 位 授 業 科 目 単 位 授 業 科 目 単 位

必
修 経 済 学 演 習

8 A 
経 営 学 演 習

8 A 法 子ふ孟」」 演 習 8 科 経 営 学 演 習 経 済 学 演 習
目
計 一一一一一一一 8 一一一一一一一 8 一一一一一一一 8 

ミ ク ロ 経 済 学 経 営 学 総 論 4 憲 法 I （ 統 治 機 構 ） 4 

マ ク ロ 経 済 学 経 営 管 理 論 4 憲 法 II （ 人 権 ） 4 

選 経 済 原 論 II 経 営 史 総 論 4 刑 法 総 5命 4 

財 務 会 計 論 4 民 法 総 �lj 4 
択

簿 記 原 理 4 物 権 法 4 

必 流 通 総 苦D�n旬 4 c 債 権 法 4 
D 

保 険 栓、 論 4 債 権 担 保 法 4 
修

経 営 科 学 概 論 4 民 事 訴 訟 法 4 

科 情 報 処 理 総 論 4 商法総 員lj . 商 行 為 法 4 

経 営 学 卒 業 論 文 6 よヨ〉三 ネ土 法 4 
目

経 済 学 卒 業 論 文 6 手 形 小 切 手 法 4 

法 学 卒 業 論 文 4 

計 8 一一一一一一一 1 2  一一一一一一一 24 

選
経 営 法 学 系 24以上択 経済学系40単位を含め 76以上 経営学系36単位を含め 72以上科 経 済 ・ 経 営 学 系 36以上

目
計 一一一一一一一 76以上 一一一一一一一 72以上 一一一一一一一 60以上

合計 一一一一一一一 92以上 一一一一一一一 92以上 一一一一一一一 92以上

注 A. 演習 8 単位を必修 と す る 。

B .  2 科 目 を選択必修科 目 と し， 他の科目 は選択科 目 と す る 。

c .  3 科 目 を選択必修科目 と し， 他の科 目 は選択科目 と す る 。

D .  6 科 目 を選択必修科 目 と し， 他の科 目 は選択科 目 と す る 。

E .  30単位を限度 と し て， 夜間主 コ ー ス で開講 さ れる授業科 目 か ら 履修す る こ と がで き る 。 ただ し， 演習，

外国書講読及び卒業論文 は除 く 。

砂 富山大学経済学部規則の改正理由

昼間主コ ー ス の授業科 目 及 び単位数を整理 し ， 教育内容の充実を図 る た め， 所要事項を改め る 。

qL
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富 山 大学工学 部規則 の 一部改正

富 山大学工学部規則 の一部 を 改正す る 規則 を 次 の と お り 制定 す る 。

平成 3 年 7 月 19 日

富 山 大 学工学部規則 の一部改正

第 11条の 次 に 次 の l 条を 加 え る 。

第 1 1 条 の 2 聴講生 は， そ の 履 修 し た授業科 目 に つ い

て 願 い 出 に よ り 試験 を受 け る こ と が で き る 。

2 前項 の試験 に 合格 し た 者 に は， 所 定 の 単位 を 与 え

る 。
3 前項 に よ り 認定 さ れ た 単位 に つ い て は， 本人 の 請

求 に よ り 単位修得証明書を交付す る 。

第 12条中 「前条第 l 号か ら 第 5 号 ま で 」 を 「第 1 1 条

第 l 号か ら 第 5 号 ま で 」 に 改 め る 。

附 則

富 山大学長 小黒千足

こ の 規則 は， 平成 3 年 7 月 19 日 か ら 施行 し ， 平 成 3

年 4 月 1 日 か ら 適用 す る 。

砂 富 山 大学工学部規則 の 改正理由

聴講生 が履修 す る 履修科 目 の 単位認定 を 明 確 に す

る た め， 所要事項を 改 め る 。

富 山 大学 に お け る 大型設備の調達 に係る
仕様策定等 に関する 取扱要項等 の制定

富山大学に お け る 大型設備の調達に係 る 仕様策定等に関する取級要項

（趣 旨 ）

第 1 条 富 山 大学 に お け る 大型設備 の調達 （政府調達

に 関 す る 協定が適用 さ れ る 設備 の 調達 を い う 。 以 下

同 じ 。 ） を 行 う 場合 の 取扱 い に つ い て は ， こ の 要 項

の 定 め る と こ ろ に よ る 。

（定 義 ）

第 2 条 こ の要項 に お い て 「部局」 と は ， 事 務 局 ， 学

生部， 各学部， 教養部， 附 属 図書館， 水 素 同 位 体 機

能研究 セ ン タ ー ， 地域共 同 研 究 セ ン タ ー ， 保 健 管 理

セ ン タ ー 及 び学 内 共 同利 用 施設 を い う 。

2 こ の 要項 に お い て 「学内 共 同 利 用 施設」 と は ， 情

報処理 セ ン タ ー ， 放射性同 位元素総合実験室， 低 温

液化室及 び廃液処理施設を い う 。

3 こ の 要項 に お い て 「部局 長」 と は， 第 1 項 に 規 定

す る 部局 の 長 を い う 。

（委員会 ）

第 3 条 部局 に お い て ， 大型設 備 の 調達 を 行 う 場 合 に

は ， そ の 都度， 調達 し よ う と す る 設備 （以下 「設備」

と い う 。 ） の 仕様 の 策 定 を 行 う た め ， 当 該 部 局 に

仕様策 定 の 組織 （以下 「仕様策定委員会」 と い う 。 ）

を設 け る も の と す る 。

2 部局長が必要 と 認 め た 場合 は， 他 の 部局又 は 他 大

学等の 職員 を委員 に 委嘱 す る こ と が で き る 。 こ の 場

合 に お い て は， あ ら か じ め 当 該 他 の 部局文 は他大学

等 の 長 の 同意を 得 な け れ ば な ら な い 。
3 委 員 の 委 嘱 は， 原則 と し て 5 名 以上 と し ， う ち 1

名 以上 は 部長， 課長， 事務長， 補佐又 は 専 門 職 員 を
委 嘱 し な け れ ば な ら な い 。

4 仕様策定委員会 に ， 委員の互選 に よ り 委員長 を 置

く 。

5 委員長 は， 仕様策定委員 会 を 招 集 し ， 議長 と な る 。

6 2 部局以上の共同利用 に 係 る 設備 の 仕様策定 に 当

た っ て は ， 当 該部 局 間 で協議 し て 代表部局 を 定 め る

も の と し ， 代表部局長 は関係部局長 と 協議 し ， 委 員

を委嘱 す る も の と す る 。

7 部局長又 は代表部局長 は， 委 員 の 委嘱 に 当 た っ て

は 書 面 に よ り ， 委 員 の 任務 を 明 ら か に し て 行 う も の

と す る 。

8 部局長又 は 代表部局長 は， 第 3 項 に 規定す る 委 員

の 委嘱 に つ い て は ， 教授会 （事務 局 及 び学生部 に あ
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つ て は 関 係 す る 委員会， 附属図 書館 に あ っ て は 商 議
会， 水素同位体機能研究 セ ン タ ｝ ， 地域共 同 研 究 セ
ン タ ー ， 保健管理 セ ン タ ー 及 び学 内 共 同 利 用 施 設 に

あ っ て は運営委員会 ） の 意 見 を 徴 し た 上 で行 う も の
と す る 。

（任 務 ）
第 4 条 仕様策定委員 会 は ， 仕様 の 策 定 に 当 た り 次 に

掲 げ る 事項 に つ い て ， 専門的観点か ら 調 査 ・ 検 討 す

る も の と す る 。

(1) 設備 の機能及 び性能等 に 関 す る こ と
(2) 設備 に 関 す る 関係資料等 の 収集 に 関 す る こ と
(3) そ の 他仕様 の 策定 に 関 し 必要 と 認 め る 事項

2 仕様策定委員会 は， 関係 資料等の収集 に 当 た っ て
可能 な 限 り 多数の供給者か ら 幅広 く ， か っ ， 公 平 に
行 う も の と す る 。

3 仕様 内 容 は ， 教育研究上 の必要性 に 配慮 し つ つ も

可能な 限 り 必要最小限の も の と し ， 競争性が確 保 さ
れ る よ う な 仕様 を策 定す る も の と す る 。

4 仕様策定委員会 に よ り 策定 さ れ た仕様内容原案 は，
可能 な 限 り ， 多 数 の供給者 に 対 し て 公平 に説明 会 を
聞 く こ と な ど に よ り 説明 を 行 い ， 供給者か ら の 意 見
を聴取 し た 上 で仕様 内 容 を決定す る も の と す る 。

5 仕様策定委員 会 は， 仕 様 の 策 定過程 に お い て ， 教
育研究上 の必要性 に よ り 機種 が特定 さ れ る こ と が 想

定 さ れ る 場合 に は， 仕様 内 容 の 決定前 に， 部 局 長 の
承認を 得 る も の と す る 。

6 仕様策定委員会 は， 開 催 の 都度審議内容 に つ い て
の 議事要 旨 を 作 成す る も の と す る 。

（報 告 ）

第 5 条 仕様策定委員会 は ， 仕様を策定 し た と き は ，
前条第 6 項 の 議事要 旨 を 添付 し て 部局長 に 報 告 す る
も の と す る 。

（技術審査 ）
第 6 条 支 出 負担行為担 当 官 は ， 富 山 大学 に お け る 予

算執行職員 の補助者の官職指定 に 関す る 内規第 3 条

報 t:(?i325号

の 規定 に基づ き ， 技術審査 を 行 う 職員 （以下 「 技 術
審査職員」 と い う 。 ） を 命 ず る も の と す る 。 こ の 場
合 に お い て は， 処 理 す べ き 事務 の 範 囲 を 明 ら か に し
た書面を， 交付す る も の と す る 。

2 支 出 負担行為担 当 官 が必要 と 認 め た 場 合 は， 他 大
学等 の 職員 に 委任す る こ と がで き る 。 こ の 場合 に お
い て は ， あ ら か じ め 当 該他大学等 の 長 の 同意 を 得 な
け れ ば な ら な い 。

3 技術審査職員 は 2 名 以上発令 す る も の と す る 。
4 技術審査職員 と 仕様策定委員 と の 重任 は， 原 則 と

し て 認 め な い も の と す る 。
第 7 条 技術審査 は ， 応札者の提案 し た 設 備 が本学 の

仕様 を 満 た し て い る か 否 か に つ い て， 応札者か ら 提

出 さ れ た 書類等 に 基づ き 行 う ほ か， 応札者か ら 十 分

な 説 明 を受 け て 行 う も の と す る 。
2 技術審査 に 当 た っ て は ， 応札仕様 の一覧表及 び技

術審査結果 を記録す る た め の 技術審査表 を 作成す る
も の と す る 。

3 技術審査職員 は， 技術審査 の 結果 に つ い て 報 告 書

を 作成 し ， 前項 の 応札仕様 の一覧表等 を 添 付 し ， 支
出 負担行為担 当 官 に報告す る も の と す る 。

第 8 条 支 出 負担行為担 当 官 は ， 技術審査 の 結 果 不 合
格 と な っ た 応札 者 に 対 し て は ， 理 由 を 付 し た 書 面 で
通知 す る も の と す る 。

（雑 目lj )
第 9 条 こ の 要項 に定 め る も の の ほ か， 必要な事項は，

別 に 定 め る も の と す る 。

附 則

こ の 要項 は ， 平成 3 年 7 月 1 日 か ら 実施 す る 。

砂 富 山大学 に お け る 大型設備 の 調 達 に 係 る 仕様策定等

に 関 す る 取扱要項の制定理由

富 山大学 に お け る 大型設備 の調達 に 係 る 適正 な 事

務処理 を図 る た め， 所要事項を 定 め る 。

富山大学 に お け る 大型設備の調達 に係る仕様策定等 に関する 取扱要項実施細 目

（ 目 的 ）
第 1 こ の 細 目 は ， 富山大学 に お け る 大型設備 の 調 達

に 係 る 仕様策定等 に 関す る 取扱要項 （以下 「要項 」
と い う 。 ） 第 9 条 の規定 に 基づ き ， 要項の運用 に 関

し ， 必要 な 事項 を定 め る 。
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（適用 の 範 囲 ）
第 2 要 項 は ， 要項第 1 条 に 規定 す る 大型設備 の 調 達

の ほ か予定価格 が1 ,000万 円 以 上 の 設 備 の 調 達 （ 部

局長 が教育研究上の必要性 か ら 特定銘柄を選定 す る

こ と がや む を 得 な い と 認 め た 場合 を 除 く 。 ） を 行 う
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場合 に も 適 用 す る も の と す る 。

（様 式 ）

第 3 要項第 3 条第 7 項 に 規定す る 委嘱状及 び第 8 条

に 規定 す る 書面 は， 別紙 1 及 び 別紙 2 の と お り と す

附 則

こ の 細 目 は ， 平成 3 年 7 月 1 日 か ら 実施 す る 。

る 。

（別 紙 1 ) 

委 嘱 状
平成 年 月 日

官
民

職
名 殿 部 局 長

氏 名

あ な た を， 下記 の と お り 仕様策定委 員 と し て 委嘱 し ま す 。

言己

1 事 務 の 範 囲
0 0 0 0 の調達 に 関 す る 仕様策定

2 遵守事項
仕様策定 に 当 た っ て は， 「富 山大学 に お け る 大型設備 の 調達 に 係 る 仕様策定等 に 関す る 取扱

要項」 第 4 条及 び第 5 条 の 規 定 を 遵守 す る こ と

（別 紙 2 ) 

技 術 審 査 結 果 に つ い て

業 者 名
代 表 者

平成 年 月 日

殿
支 出 負担行為担 当 官

富 山 大学事務局長

平成 年 月 日 に 入札公告 し た 「00 0 0 0 0 0 0 」 の調達 に 係 る 貴社提出 の 0 0 0 0 0 の
仕様 に つ い て は， 技術審査の結果， 下記の理 由 に よ り 本学が提示 し た 要 件 を 満 た して い な い た め ，
不採 用 と な り ま し た の で お 知 ら せ し ま す 。

記

（理 由 ）

Fhu
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惨 富 山 大学 に お け る 大型設備 の 調 達 に 係 る 仕 様 策 定

等 に 関 す る 取扱要項実施細 目 の制定理由

富 山大学 に お け る 大 型 設 備 の 調 達 に 係 る 仕 様

報 第325号

策定等 に 関 す る 取扱要項の 規定 に よ り ， 調達 に 係

る 仕様策定事務の 円 滑 な 運用 を 図 る た め ， 所要事

項 を 定 め る 。

宗兄 位 ・ 叙 勲

会 元本学事務長柳瀬茂光氏 は ， 平成 3 年 4 月 29 日 逝

去 （享年86才 ） さ れ ま し た が， 同 氏 の 生 前 の 功 績 に

対 し ， 同 日 付 け で正五位に 叙 さ れ， 勲五等双 光 旭 日

章 が授与 さ れ ま し た 。

大 元本学教授下斗米愚氏 は， 平 成 3 年 5 月 11 日 逝 去

（享年96才 ） さ れ ま し た が ， 同 氏 の 生 前 の 功 績 に 対

し ， 同 日 付 け で正四位 に 叙 さ れ， 勲三等瑞宝 章 が 授

与 さ れ ま し た 。

大 元本学事務長有岡進氏 は， 平成 3 年 5 月 24 日 逝 去

（享年75才 ） さ れ ま し た が ， 同 氏 の 生 前 の 功 績 に 対

し ， 同 日 付 け で正五位 に 叙 さ れ， 勲五等瑞宝 章 が 授

与 さ れ ま し た 。

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 11 1 11111 1111111 111111111 111111 1 1 1 1 1 1 1 1川川1111 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 11 1 1 11 1 11 1111 1 1 11 1 11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 11 1 1 1 1 1川川111 11 1川川川111 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1=

夏 の 省 エ ネ ル ギ ー に 協 力 を

石油， 天然 ガ ス な ど の エ ネ ル ギ ー 資源 は， 地球の貴重 な財産です。

資源の無駄使 い は， 地球 の温暖化 な ど地球環境の悪化を招 く 原因 と も な り ま す。

日 頃か ら エ ネ ル ギ ー を効率的に使用 し ， 地球にや さ し い環境作 り に心掛 け ま し ょ う 。

冷 房 温 度 は 26℃ か ら 28℃ を 目 途 と す る 。

不 用 時 の こ ま め な 消 灯 を 励 行 す る 。

。 不 要 不 急 の O A 機 器 等 は 電 源 を 切 る 。

ガ ス ・ 水 道 の 節 約 に 努 め る 。

。 マ イ カ ー の 経 済 運 転 ， 大 量 交 通 機 関 等 の 利 用 を 心 掛 け る 。
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お 知 ら せ
＠旭町ffi庫融関慌時抱旭町檀

廃 液 処 理施設 よ り 廃液処理 に つ い て お 願 い

廃 液 処 理 施 設 長 理学部教授 後 藤 克 己

1 . は じ め に

廃液処理施設長 と し て 廃液処理施設 の概要 と 皆様
へ の お 願 い を 申 し 述 べ さ せ て い た だ き ま す 。

新 聞 や テ レ ビ な ど で環境保護 の 問 題 が し ば し ば 取
り 上 げ ら れ て い る の を 御存知 の こ と と 思 い ま す 。 し
か し ， 「私 は環境を汚す よ う な こ と を し て い な い 。 」
と 思 っ て い ら っ し ゃ る 方 が多 い の で は な い で し ょ う
か 。 決 し て そ う で は あ り ま せ ん 。 我 々 は知 ら ず 知 ら
ず の う ち に ， 日 常生活で い ろ い ろ な 有害物 を 使 っ て
い ま す 。 水銀電池 に 水銀 が 使 わ れて い る こ と は 御 存
知 と 思 い ま すが， 蛍光灯 の 中 に 水銀 が含 ま れ て い る
こ と を知 っ て い る 人 は 少 な い で し ょ う 。 又， 絵 の 具
に 使 う 顔料 の 中 に， イ タ イ イ タ イ 病 の原因物質 と さ
れ た カ ド ミ ウ ム を 含 む も の が あ り ま す し ， 充電可 能
な電池 に も カ ド ミ ウ ム が含 ま れ て い ま す 。 写真 に 使
う 現像 液 や 定着液， 洗濯 に 使 う 洗剤 や 漂 白 剤 な ど も
有害 で す 。 こ の よ う に ， 我 々 は 案 外知 ら ず に 有 害 物
を 使 っ て お り ま す 。 昔， あ る 新聞社の記者 が ， 「有
害廃水 を 垂 れ流 し て い る 企業 の 名 前 を 公 表 し ろ 。 」
と お 役所 に 追 っ た と こ ろ ， そ の 中 に 自 分 の 勤 め る 新
聞社が含 ま れ て い た と い う 有名 な 話 が あ り ま す 。 自
分 の 新 聞社が有害物 を扱 っ て い る な ど と は 夢 に も 考
え な か っ た の で し ょ う 。

基準以上 の 有害物 を 含 む廃 水 を 排 出 し ま す と ， 水
質汚濁防止法 に 基 づ い て 処 罰 の 対象 に な り ま す 。 本
人が処罰 さ れ る だ け な ら よ い の で すが， 大学 の 責 任
が問 わ れ ま す 。 排 水 の 停止 を 命 じ ら れ る 可能性 も あ
り ま す が， こ う な っ た ら 仕事 は お 手上 げ で す 。 く れ
ぐ れ も 注意 し て く だ さ い 。

い ろ い ろ な 有害物の う ち 特 に 気 を つ け て い た だ き
た い の は 水 銀 で す 。 水 銀 の 排 水 基 準 は 0 . 005昭／ R, 
で， 非常 に 厳 し く 規制 さ れ て い る か ら で す 。 い ろ い
ろ な 薬品 の 中 に 不純物 と し て 含 ま れ る 水銀 が 問 題 に
な る こ と さ え あ り ま す 。

水銀 は 水 に 溶 け な い と 思 い こ ん で い る 人 が あ り ま
す が， 7.1< が水銀 と 触れ た だ け で完全 に基準を オ ー パ ー
し て し ま う こ と を認識 し て い た だ き た い と 思 い ま す。
あ る 学部 の 実験系排水 か ら 基準 を 上回 る 濃度 の 水 銀
が検 出 さ れ て 厳重 な 注意 を受 け ま し た が， こ の よ う
な こ と が繰 り 返 さ れ ま す と ， 7.1< を止 め ざ る を 得 な い
状態 と な り ま す の で ， 十 分 注意 し て く だ さ い 。

富 山大学廃液処理施設

2 . 廃水の水質規制

公共水 の 汚濁 を 防止す る た め ， 公 共水 に 排 出 さ れ
る 水 の 水質基準 （排水基準 と い う 〕 が 定 め ら れ て い
ま す 。

排水基準 は， 俗 に 健康項 目 と 呼 ばれ る 項 目 と ， 生
活環境項 目 と 呼 ばれ る 項 目 に 分 け て 定 め ら れ て い ま
す 。 健康項 目 は 全 て の 排水 に 適 用 さ れ ま す が， 生 活
環境項 目 は 排 出 量50rrr/day以上 の 排 水 に 適 用 さ れ
ま す 。 本学の排水量はsorrr/ day以 上 な の で ， 生 活
環境項 目 に つ い て も 規制 を受 け ま す 。 参考 の た め に
排水基準 を 表 l に 示 し て お き ま す 。 生活環境項 目 は
た く さ ん あ り ま す の で， 本学 に 特 に 関係 の 深 い 項 目
だ け を 抜粋 し て 示 し ま し た 。 こ こ で ， “ 検 出 さ れ な
い こ と ” と は ， 定 め ら れ た 定量 法 の 定量限界 以 下 と
い う 意味 で ， 全 く 存在 し な い と い う 意味 で は あ り ま
せ ん 。 現在， 公 共水 中 の 水銀濃度 は0. 0005mg/ R, 以
下 で な く て は い け な い こ と に な っ て い ま す が， “ 昔
は 検 出 さ れ な い こ と ” と な っ て い ま し た 。 昔 の 基 準
の方が厳 し い よ う に 見 え ま す が， 昔の 定量法 の 定 量
限界 は0.02昭／ R, で し た か ら ， 今 の 基 準 は 昔 に 比 べ
て40倍厳 し い こ と に な り ま す 。 な お， “ 定 量 ” と は
濃 度 を 測定す る こ と “ 定量限界 ” と は ， そ れ以 下 な
ら 定量 が 出 来 な い と い う 限界 の 濃度 を 意味す る 専 門
用 語 で す 。

自 然的， 社会的 な 状況 に よ っ て， 上 に述べ た 排水
基準で は公共水 の 安全 を 保て な い 場 合 が あ り ま す 。
こ の 場 合 に は， 都道府 県 は 更 に 厳 し い基 準 を 定 め る
こ と がで き ま す 。 こ の よ う な 基準 の こ と を上 乗 せ 基
準 と 言 っ て い ま す 。
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本学で は生物化学的酸素要求量 に つ い て 厳 し い 基 準

が適用 さ れ て い ま す 。

3 . 本学廃液処理施設 の 沿 革

富山 大学 に 最 初 の 廃液処理室 が で き た の は 1972 年

度 の こ と で す 。 こ の 頃 は ま だ 他 の大学で は廃水 は ほ

と ん ど垂れ流 し の 状態で し た か ら ， 本学 は他大 学 に

先駆 け て 廃液処理室 を設 け た こ と に な り ま す 。 し か

し ， 大学か ら の廃水処理の方式 が ま だ確立 さ れ て い
な い う ち に 処理設備 を作 っ て し ま っ た も の ですか ら，

い ろ い ろ と 不備 な と こ ろ が あ り ま し た 。 例 え ば， 重

金属 イ オ ン の 除 去 は 排 出者 自 身 が行 い ， 排水処 理 室

に つ な が っ て い る 酸 ・ ア ル カ リ 流 し に そ の 処理水 を

捨 て る こ と と し ， 排水処理室 に 重金 属 を 除去 す る た

め の十 分 な 設 備 を 設 け な か っ た こ と で す。 一般 の 人

は， 重金属 が完全 に 除去 さ れ た か ど う か確認で き ま

せ ん か ら ， こ の よ う な 方式 を と る こ と は た い へ ん 危

険 で す 。 又， 酸 ・ ア ル カ リ 流 し に 何 を 捨 て て も よ い

と 誤解 さ れ， 廊下 の 清掃 に 使 っ た雑 巾 の 洗浄水 ま で

捨 て ら れ て 困 っ た こ と も あ り ま し た 。 又， 有 機 廃 液

を 燃焼す る た め の焼却炉の設計が悪か っ た も の で す

か ら ， 燃焼不完全で， 運転 に た い へん な 苦労 を 強 い

ら れ て お り ま し た 。 そ の上， 1980年頃 に な る と 装 置

の老朽化が進 み， 廃液処理 は い っ そ う 困難 に な り ま

し た 。 そ こ で 1983年 に 廃水処理室運営委員 会 に お い

て 施設 の 全面 的 な 改 修 を す る こ と が計画 さ れ， 1 984

年 に な っ て概算要求 の 書 類 を 提 出 し ま し た 。 幸 い す

ぐ に 要求が認め ら れ， 1985年着工， 翌年 3 月 に 現 在

の 施設が完成 し ， 名前 も 廃液処理施設 と 改 め ら れ ま

し た 。 文， 廃液処理施設 の改築 と 同 時 に ， 廃 液 の 安

全 を 試験す る た め の 多 く の 分析装置を購入 し て い た

だ き ま し た 。 こ れ ら の 分析装置 は常時使用 し て い る
わ け で は あ り ま せ ん の で， 空 い て い る と き に は 皆 様

の 研究 の お 役 に 立 て る と 思 い ま す 。

廃液処理 に は 高度 な知識が必要 な た め， 担 当 職 員

を 得 る こ と が重 要 な 問 題 に な り ま す 。 幸 い 当 時 の 人

事課長や学長 の 特別 な 計 ら い で 1984年 に は ， 学 内 措

置で廃液処理施設担 当 の 助 手 を配置 し て い た だ き ，

本学の 公害防止体制 は大幅 に 改善 さ れ ま し た 。 1 987

年 に は有能 な 方 を技能補佐員 と し て採用 す る こ と が
で き ， 廃液処理体制 は一段 と 改善 さ れ ま し た 。 廃 液

処理施設 と し て は現在 ま で大過 な く 廃液処理 を 続 け

て こ ら れ ま し た が， こ れ は， 担 当 職員， 廃 液 処 理 施
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設運営委員 の先生方， 多 く の 教官， 職員， 学 生 の 皆
様 の 御協 力 の た ま も の で ， 深 く 感謝 し て お り ま す 。

.... 無機廃液処理装置

4 . 本学における公害防止体制

本学 で は ， 有害廃液 は発生源 に お い て 貯留 し ， 定

期 的 に 廃液処理施設 に 搬入 し て い た だ く こ と に な っ

て い ま す 。 廃液処理施設で は， 搬入 さ れ た 廃 液 を 処

理 し ， 安 全 を 確 か め た 上で放流 し ま す 。 実験 室 な ど

に 設置 さ れ て い る 流 し は 処理設備 に つ な が っ て い ま

せ ん の で， 流 し に 有害物 を 捨 て る こ と は 絶対 に し な

い で く だ さ い 。 実験系 の排水 を 全部集 め て 処理 を す

れ ば よ い と 考え る 方 が い ら っ し ゃ る か も 知 れ ま せ ん

が， こ れ は不可能 な こ と で す 。 そ の理 由 は い く つ か

あ り ま す 。 ま ず第一 に 挙 げ ら れ る の は， 膨大 な 処 理

施設 が必要 な こ と で す 。 又， 排水 を 排 出 源 で 貯 留 す

る 方式 な ら ， 処理水 の 水質 を 試験 し て か ら 放流 で き

ま す が， 学 内 の排水を 全部処理す る と な る と ， こ ん

な こ と は し て お ら れ ま せ ん 。 有害成分が処理 さ れ ず
に 残 っ て い る こ と が分 か っ た こ ろ に は ， 処理水 は 放

流 さ れ て し ま っ て い る こ と に な り ま す。 排水が薄 ま っ

て し ま う と 有害物を効率 よ く 除去 で き な く な る こ と

も 重要 な 理 由 の 一 つ で す 。

教育学部， 理学部， 工学部及 び教養 部 の 実験 室 流

し の 排水系統 に は ， 主 要 な と こ ろ に pH モ ニ タ ー が

設 置 さ れて い て ， 異 常 な pH を 示 す 排 水 が 流 れ て く

る と ， 警報 を 出 す と と も に ， 流路を切 り 変 え て 排 水

を一時貯留す る よ う に な っ て い ま す 。 貯 留槽 が 一杯

に な る と 給水 が 自 動 的 に 停止 し ま す 。 そ れ以外 の と

き は， 各実験 室 の 流 し に捨 て ら れ た水 は 処理 さ れ る

こ と な く 排 出 さ れ ま す 。 残念 な が ら pH以 外 の 項 目

を 常時 モ ニ タ ー し て い る わ け で は あ り ま せ ん の で，

実験室の流 し に 有害 な 廃液 を絶対 に 捨 て な い よ う 注
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意 し て く だ さ い 。
pH異常 に よ っ て 警報 が 鳴 っ た と き に は 各 部 局 に

お い て 適 切 な 措 置 を と る こ と が決 め ら れ て い ま す 。
今 ま で に ， 頻繁 に 警 報 を 鳴 ら し た 不心得 な 方 が あ り
ま し た 。 十分 に 注意 し て く だ さ い 。

5 . 容器の洗浄につ いて

有害物 の 容器 を 洗 っ た 洗浄水を ど う し た ら よ い か

疑問 に 思 う 方 が い ら っ し ゃ る と 思 い ま す 。 洗 浄 は で

き る だ け 完 全 に し ， 使 っ た 洗浄水 は廃液処理施設 に

運 ん で い た だ か な け れ ば な り ま せ ん 。 し か し ， 大量

の 洗浄 水 を 使 っ た の で は 後 が た い へん です。 そ こ で，

少 な い 洗浄水で， い か に 効 率 よ く 洗浄す る か が 問 題

に な り ま す 。 効率 よ く 洗浄 す る こ つ は， 一回 に 使 う

洗 浄 水 の 量 を 少 な く し て 何回 も 洗浄す る と い う こ と

と ， l 回 ご と に ， で き る だ け 完全 に 洗浄水を 排 出 し

て か ら 次 の 洗浄水を 入 れ る と い う こ と で す 。 500m.e

の ビ ー カ ー に水 を 入 れ て か ら 排 出 し た と き に ， 排 出

さ れ ず に 残 る 水 の 量 は 0. 5mR程 度 で す 。 こ の こ と を

頭 に い れ て 洗浄効率 を計算 し て み ま す と ， lOm.e の 洗
浄水で‘ 2 回 洗浄 し た 場合 に は残存す る 有害 物 の 量 は

400分 の l に な り ま す が， 20mR の 洗 浄 水 で 1 回 だ け

し か洗浄 し な か っ た 場合 に は40分 の 1 に し か な り ま
せ ん 。 こ ん な こ と を 知 っ て お く と 排水基準 を 満 足 す

る た め に必要 な 洗浄回数を計算す る の に役立つ で し ょ

つ 。

本学 で は ， 容器 を 3 回洗 浄 し て， そ の 洗 浄 水 を 有

害 廃水 と し て貯 留す る こ と に な っ て い ま す。 ただ し，

水銀 は 特 に 厳 し く 規制 さ れ て い ま す の で， 水 銀 化 合

物 の 入 っ て い た 容器 に つ い て は， 4 回 目 の 洗 浄 水 ま

で 貯 留 す る こ と に な っ て い ま す 。 し か し ， こ れ は あ

.... 有機廃溶媒 ・ 固形物焼却廃ガ ス洗浄装置
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く ま で も一応の 目 安 で す の で ， 有害物 の 種類 や 濃 度

に 応 じ て 洗 浄方法 を工夫 し て く だ さ い 。

6 . 廃液処理の概要

廃液 処理施設 の設備 は， 廃水処理設備 と 燃焼 処 理

設備 と に大別 さ れ ま す 。 廃水処理設備 は廃水中 の 有

害成分 を除去す る 設備 で す 。 ま た ， 燃焼処理 設 備 は

可燃性の有機廃 液 を 燃焼 さ せ る 設 備 で す 。 燃 焼 処 理

設 備 で は， 可燃性 の物質を燃焼処理す る だ け で な く ，

そ の と き に 発生 す る 熱を利用 し て難燃性の有害物質

を 熱分解す る こ と も で き ま す 。 固形物専用 の 焼 却 炉

も 設 け ま し た が， こ ち ら は ほ と ん ど動物死体 の 焼 却
に 使 わ れ て い ま す 。

燃焼処理 に よ っ て 生 じ た 廃 ガ ス を そ の ま ま 放 出 し

ま す と 大気汚染 の 原 因 に な り ま す の で ， 廃 ガ ス は 水

や ア ル カ リ 溶液 で 洗浄 し て か ら 排 出 し ま す 。 使 用 後

の 洗浄液 は廃水 と し て 処理 し ま す 。

水 の 中 の 有害成分 は主 と し て沈殿法 に よ っ て 除 去

し ま す 。 沈殿法 で 処理で き な い廃水 の場合， 焼 却 炉

で 分解す る こ と も あ り ま す 。 い ず れ の 場合 で も ， 違

う 種類 の 廃水が混 ざ っ て し ま う と 処理が困難に な り

ま す の で， 種類 ご と に 分 け て貯 留 し て く だ さ い 。 分

類 の 方法 に つ い て は廃液処理施設報第 4 号 の25 ペ ー
ジ を見 て く だ さ い 。

有機廃液 は可燃性廃液 と 難燃性 と に 分類 し て く だ

さ い 。 可燃性廃液 は 噴霧燃焼 し ま す 。 難燃性廃液 は，

可燃性廃液又 は灯油 を噴霧燃焼 し て い る 炉 の 中 に 噴

霧 し て 分解す る か， 灯油 と 混ぜて燃焼処理 し ま す 。

廃液 に 沈殿物が混入 し て い る と 噴霧 器 や パ イ プ が 詰

ま っ て 処理 で き な く な り ま す の で， 沈殿を除 い て か

ら 廃液処理施設 に 運 ん で く だ さ い 。 又， 難燃性 の 廃

液を可燃性廃液 と し て持 ち 込 む 方 が あ り ま す が， 燃

え な い 廃液 は難燃性 の 廃液 に 分類 し て く だ さ い 。

7 . 廃液処理施設で処理出来な い廃棄物

廃液処理施設 に 無機の 固形薬品 の 処理 を 依頼 さ れ

る 場合 は， 燃 焼 そ の 他 の化学反応 に よ っ て無害 化 で

き る も の に 限 っ て く だ さ い 。 そ の 他 の 薬 品 は ， 下 手

に 処理す る と ， か え っ て 体積が増 え て し ま い ま す の

で， そ の ま ま 保存 す る の が最良 な 方 法 だ か ら で す 。

放射性物質 や特殊 な 有害 物 を 含 む廃 液 も 処理出来 ま

せ ん 。

1i
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8 . 廃液の貯留 と処理の依頼

廃液の貯留容器 に も 注意 し て く だ さ い 。 中 が あ る
程度見 え な い と 困 り ま す ので， 白色の ポ リ びんを使 っ
て く だ さ い 。 又， 容器の 口 ま で 廃 液 を 入 れ ら れ ま す
と ， 取 り 扱 い が困 り ま す の で， 八分 目 く ら い に し て
く だ さ い 。 詳細 は 廃液処理施設報第 4 号20ペ ー ジ を
見 て く だ さ い 。

廃液処理 の 申 込 は 各部 局 の 事務 を 通 じ て 行 っ て く
だ さ い 。 各部局 の 締切 り は毎月 10日 で す 。 廃 液 処理
施設で は 部局 か ら の 連絡 に 基づ き ， 部 局 を 通 じ て 搬
入 日 を 指定 し ま す の で， 指定 さ れ た 日 に 廃液 を 搬 入
し て く だ さ い 。 廃液処理施設所属 の 教官 は現在 海 外
留学中 で す の で， 以上 の点， 特 に 御協力 を お 願 い し
ま す 。

(1 )  健康項 目
表 1 水質汚濁防止法によ る排水基準

有 害 物 質 の 種 類
カ ド ミ ウ ム 及 び そ の化合物
シ ア ン 化合物

有機 リ ン 化合物 （パ ラ チ オ ン ， メ チ ルパ ラ チ オ ン ， メ
チ jレ ジ メ ト ン 及 び E p N に 限 る 〉

鉛 及 び そ の 化合 物

六価 ク ロ ム

ヒ 素及 び そ の 化合物

水銀及 び ア lレ キ lレ水銀 そ の 他 の 水銀化合物
ア ル キ Jレ水銀化合物
P C B  

ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン

テ ト ラ ク ロ ロ エ チ レ ン

許 度作ヤtT 限
1 2 に つ き カ ド ミ ウ ム 0 . 1昭

1 R. に つ き シ ア ン 1 昭

l 昭／ R. 

1 R. に つ き 鉛 1 昭

1 R, に つ き 六価 ク ロ ム 0 .5昭

1 R, に つ き ヒ 素 0.5昭

1 d に つ き 水銀 0. 005昭

検 出 さ れ な い こ と （く0.0005昭／ R, )  

1 R, に つ き 0.003昭

0.3 昭／ R, 

0 . 1 昭／ R, 

(2) 生活環境項 目 （抜粋）

項 目 言午 """' tT 限 度

oH 

生物化学的酸素要求量 （BOD)

化学的酸素要求量 （COD)

浮遊物質量 （ SS)
ノ ル マ ル ヘ キ サ ン 抽 出 物質含有量 （鉱油類含有量〉
ノ ル マ jレ ヘ キ サ ン 抽 出 物 質 含 有 量 （ 動 植 物 油 脂 類 含
有量 ）
フ ェ ノ ー ル類含有量

銅含有量

亜鉛含有量

溶解性鉄含有量

溶解性 マ ン ガ ン 含有量
ク ロ ム 含有量
フ ッ 素含有量

大腸菌群数

海域以 外 の 公 共 用 水 域 に 排 出 さ れ る も の に つ い て は
5.8以上8.6以下

160 （ 日 間平均 120） 昭／ R, ， た だ し ， 本 学 の 廃 水 に
は最大25mg/ R, ， 日 間平均20昭／ R, と い う 基準 が適用
さ れ て い る 。

160 （ 日 間 平均 120） 昭／ R, 

200 （ 日 間平均 150） 昭／ R, 

5 昭／ R, 

30昭／ R, 

5 昭／ R, 

3 昭／ R, 

5 昭／ R, 

10昭／ R, 

10昭／ R, 

2 昭／ R, 

15昭／ R, 

日 間平均 3,000個／cnf

円LFD
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5 月 1 日

7 日

7 ～ 17日

8 ～ 10 日

10～11 日

14～17 日

16～ 17日

8 日

9 日

10日

1 3 日

14 日

15日

1 6 日

20 日

21 日

22 日

23 日

第 l 目 黒 田 講堂運営委員会

名 誉教授称号記授与式

学 内共通経費所要額 ヒ ア リ ン グ

情報 シ ス テ ム 統一研修 第 1 1回研修 指 導 者 養

成 コ ー ス （於 ： 九段合同庁舎情報 シ ス テ ム

統一研修研修室 ）

学 内概算要求 ヒ ア リ ン グ

定 期健康診断 （人文 ・ 理 ）

第26田 中部地区公研協式接遇研修 指 導 者 養

成研修 （於 ： 名古屋合同 庁舎第 2 号 館 人 事

5 月 24 日

28～30 日

5/29 
～6/2 日

31 日

6 月 3 日

25 日
27 日

第 2 回 入学試験管理委員 会

全 国大学保健管理協議会東海 ・ 北陸地方幹

事会 （於 ： 名 古屋大学）

第 2 回補導協議会

第 2 回 国 際交流委員会 留学生部会

X 線間接撮影 （教養部， 女子 ）

X 線間接撮影 （教養部， 男 子 ）

国立大学入学者選抜研究連絡協議会 第 1 2 回

大会及 び セ ミ ナ ー （於 ： 九段会館）

就職 に 関 す る 講漬会 （ 於 ： 経 済 学 部 第 20 1

講義室 ）

第36回大学祭

院 会議室 ）

人 事関係事項説明聴取

X 線間接撮影 （ 各学部， 女子）

第 1 団施設整備委員会

第 2 回大学院委員会

第 3 回評議会

X 線間接撮影 （ 各学部， 女 子 ）

中部地区学生補導厚生研究会第35回総会

（於 ： 神戸舞子 ビ ラ ）

X 線間接撮影 （各学部， 女子）

X 線間接撮影 （各学部， 男 子 ）

平 成 3 年度国立学校等幹部職員研修 （ 課 長

級 ） （於 ： 国立 オ リ ン ピ ッ ク 記念青少年総

合 セ ン タ ー ）

定期健康診断 （経済学部 ）

人事関係事項説明聴取

第 2 回授業料等減免選考委員会

第 2 回職業補導担 当 者会議

国立大学事務局長会議 （於 ： 学士会館）

X 線間接撮影 （各学部， 男 子 ）

X 線間接撮影 （ 各学部， 男 子 ）

定期健康診断 （教育学部 ）

第 1 回学園 ニ ュ ー ス 編集委員会

平成 3 年度東海 ・ 北陸地区国立大学学生部

長会議 （於 ： 金沢大学）

X 線間接撮影 （教養部， 女子）

28 日

29 日

4 日

富山大学永年勤続者表彰式

平成 3 年度国立大学学生部次長 ・ 課長 ・ 国

立高等専門学校学生課長会議

（於 ： 東京 医科歯科大学 ）

第 1 回大学教育改善検討委員会

大井学長送別会 （於 ： 名 鉄 ト ヤ マ ホ テ lレ ）

平成 3 年度国立学校等施設部課長会議

（於 ： 東 京 医科歯科大学 ）

国立学校及 び所轄機関等庶務部課長会議

（於 ： 東京 医科歯科大学 ）

平成 3 年度国立大学国際交流担 当 課長会議

（於 ： 東京 医科歯科大学）

国立大学協会第88回総会 （於 ： 学士会館 ）

全国公務員 レ ク リ ェ ー シ ョ ン 共 同行事 富 山

地区運営委員会定期総会 （於 ： 富 山 行 政 監

察事務 局 ）

第 1 回大学入試 セ ン タ ー 試験富山地区連 絡

6 日

7 日

1 1 日

12日

会議

大井学長退任式

国立大学長会議 （於 ： 学士会館）

国立大学協会事務連絡会議 （於 ： 学士会館〉

平成 3 年度大学入学者選抜 ・ 教務関係事項

連絡協議会 （於 ： 京都 シ lレ ク ホ ー ル ）

第 1 回学寮補導委員会

小黒学長就任式

第 1 回文化部会

13日

14 日

17 日

qu

 

Fhu

 



平成 3 年 8 月 発行 品子主.t, 報 第325号

6 月 18日 第 3 回 入学試験管理委員会 6 月 24 日 学部入学者選抜方法研究委員会

19日 第 2 回大学教育改善検討委員会 26 日 係長会議

北陸地 区国立大学体育大会壮行式 ｜ 教 育 学 部 ｜20 日 平成 3 年度国立大学入試担 当 課長連絡 協 議

会 （方合 ： メ jレバ ル ク Y O K O H A M A )  

21 日 第 3 回大学院委員会 5 月 8 日 学部教務委員会

第 4 回 評議会 学部予算委員会

部局長懇談会 教授会

耳鼻咽喉科健康相談 1 0 日 紀要編集委員 会

24 日 X 線直接撮影 1 5 日 学部職業補導委員会

25 日 学務関係係長会議 学部入学者選抜方法検討委員会

26 日 内科健康診断 （精検 ） 人事教授会

眼科健康診断 17 日 学部将来計画委員会

27 日 平成 3 年度留学生交流推進協議会 21～22 日 附属小学校教育研究発表会

（於 ： 岡 山 ロ イ ヤ lレ ホ テ ル ） 22 日 学部図書委員会

27～28 日 第38回国立大学図書館協議会総会 （ 於 ： 富 23 日 学部教務委員 会

山 県民会館） 23～24 日 春季全 国国立大学教育学部長会議

28 日 第 5 回評議会 （臨時） （於 ： 岡 山大学）

第 2 回 事務協議会 日 本教育大学協会北陸地区会技術教育部 門

日 本学術会議中部地区会議及 び科学者懇談 研究協議会 （ 於 ： 上越教育大学 〉

会 （於 ： 工学部） 25 日 全国国立大学附属学校連盟正 ・ 副校 園 長 会

人 文 学 部 ｜ 総会， 校種別部会 （於 ： お 茶 の水女子大学）

26 日 全国 国立大学附属学校連盟 ・ P T A 連 合 会

合 同 会 （於 ： お茶 の 水女子大 学 ）

5 月 9 日 係長会議 27～28 日 日 本教育大学協会北陸地区会評議会

13日 学部入学者選抜方法検 討委員会 （於 ： 富 山大学）

14 日 学部補導委員会 （持 ち 回 り 〉 29 日 大学院設置準備委員会

15日 学部教務委員会 附属学園合 同 運動会

学部図書委員会 6 月 3 日 教育実践研究指導 セ ン タ ー 運営委員会

教授会 4 ～ 5 日 全国国立大学教員養成学部事務長協議会

17日 真率会役員会 （於 ： 宮 崎大学）

22 日 学部 ソ フ ト ボ ー ル， バ レ ー ボ ー ル大会 5 日 学部教務委員 会

22～23 日 第34回国立 17大学人文系学部長会議 人事教授会

（於 ： 島根大学） 教授会

23 日 係長会議 7 日 日 本教育大学協会評議員会

29 日 紀要委員会 （於 ： K K R 東京竹橋 ）

特別昇給委員会 平成 3 年度特殊教育就学奨励費交付金事務

6 月 5 日 2 年次 生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 担 当 者会議 （於 ： 国立教育会館）

学部入学者選抜方法研究委員会 12 日 人事教授会

7 日 係長会議 14日 学部将来計画委員会

12 日 教授会 大学院設置準備委員会

教授会 （人事 ） 18日 富山大学教務委員会教職科 目 専 門委員会

19日 学部予算委員会 19日 学部 自 然観察実習 セ ン タ ー 委員会
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6 月 19日 教授会 6 月 28日 係長会議

人事教授会

20～21 日 日 本教育大学協会北陸地区会美術部 門 研 究 品千比

協議会 （於 ： 信州大学）

21 日 附 属 中学校教育研究協議会 5 月 1 日 学部入試改善委員会

25 日 教育実習 委員会 学部図書委員会

26 日 入学者選抜方法検討委員会 7 日 学部廃水安全委員会

経 済 学 部 ｜ 8 日 教授会

理学研究科委員会

人事教授会

5 月 8 日 学部教務委員会 9 日 係長会議

大学院経済学研究科委員会小委員会 13 日 大学院構想懇談会

大学院経済学研究科委員会 学部補導委員会 （持 ち 回 り ）

教授会 教育実習委員会 （持 ち 回 り ）

9 日 学部職業補導委員会 16日 動物実験委員会

10日 大学院経済学研究科委員会小委員会 17 日 真率会役員会

1 3 日 学部補導委員会 23 日 係長会議

15 日 学部入学方法検討委員会 27 日 ガ ラ ス 工作室運営委員会

各種委員選考委員会 29 日 第 8 回国立15大学理学部事務長会議

大学院経済学研究科委員会小委員会 （於 ： 琉球大学）

大学院経済学研究科委員会 30～31 日 平成 3 年度国立15大学理学部長会議

学生定期健康診断 （於 ： 琉球大学）

17 日 係長会議 31 日 学術講演会 （新潟大学積雪地域災害研究 セ

23～24 日 平 成 3 年度春季国立 1 1大学経済 ・ 経 営 学 部 ン タ ー 教授 小林 俊一 ）

長及 び事務長会議 （於 ・ 滋賀大学） 6 月 5 日 学科主任会議

29 日 学部施設整備委員会 学部入試改善委員会

学部教務委員会 学部図書委員会

学部将来構想検討委員会 7 日 学部教務委員会

教授会 係長会議

各種委員選考委員会 学術講演会 （東京大学助手 山 本学 ）

6 月 6 日 係長会議 12日 教授会

10日 学部案 内 作成委員 会 理学研究科委員会

1 2 日 人事教授会 人事教授会

教授会 14日 学科主任会議

17日 学部案内作成委員会 26 日 係長会議

19日 コ ン ビ ュ ー タ 管理運営委員会

20 日 学部案 内 作成委員会 工 品千崎

21 日 学部等図書委員会

24 日 学部案 内 作成委員 会 5 月 1 日 学部入学試験検討委員会

学部教務委員会 （持 ち 回 り ） 係長連絡会

26日 音n＂－岡圭佳Rヲ＝ミE昌三l� 7 日 係長連絡会

人事教授会 8 日 教授会

教授会 研究科委員会

-55-



平成 3 年 8 月 発行 学

5 月 15 日 学部図書委員会

16日 北陸信越工業教育協会富山 県支部幹事会

22 日 学部補導委員会

研究科委員会

23～24 日 第41回国立大学工学部長会議 ・ 総会

（於 ： 名 古屋 ク ラ ウ ン ホ テ ル ）

24 日 ス ポ ー ッ 同好会総会

28 日 学部運営委員会

拡大教務委員会

29 日 北陸信越工業教育協会 富 山 県支部幹事会

（持 ち 回 り ）

30 日 安全委員会

6 月 3 日 係長連絡会

4 日 学部図書委員会

1 1 日 学部入学試験検討委員会

学部編入学委員会
12日 教授会

研究科委員会

選任教授会

博士課程設置準備委員会

21 日 学部概要編集委員会

24 日 学部施設整備委員会
26 日 選考委員会

安 全委員会

博士課程設置準備委員会
27～28 日 第29田 中部圏 国立大学工学系事務協議会

（於 ： 名 古屋工業大学 ）
28 日 日 本学術会議中部地区 会議 ・ シ ン ポ ジ ウ ム

教 養 部

5 月 1 日 教授会

8 臼 将来計画委員会

補導委員会

9 ～ 10 日 全国国立大学教養 （学）部長会議 ・ 同 事 務 協

議会 （於 ： 鹿児島大学 ）
15日 教務委員会

人事教授会

教授会

外国人留学生 （新入生 ） と の 懇談会
27 日 補導委員会
29 日 推薦委員会

視聴覚教育委員会

幸良 第325号

5 月 29 日 視聴覚教育委員会
c L 教室運営委員会

31 日 将来計画委員会

6 月 4 日 特 昇 そ の他給与 に 関す る 委員 会

5 日 教務委員会
12 日 図書委員会

将来計画委員会
17 日 補導委員会
19日 推薦委員会

視聴覚教育委員会
c L 教室運営委員会

20 日 親和会総会 （於 ： 県民会館）
24 日 内地 ・ 在外研究員 に 関 す る 委員 会
26 日 人事教授会

教授会

附 属 図 書 館

5 月 9 日 係長連絡会
15 日 係長連絡会

21 日 第 2 回附属図書館商議会
23 日 富 山 県図書館協会定期総会

（於 富 山県立図書館 ）
24 日 図書館情報 シ ス テ ム 打合せ 会
27 日 平成 3 年度国 立大学附属図書館事務部 課 長

会議 （於 ： 東京医科歯科大学）

30 日 係長連絡会
6 月 10 日 係長連絡会

13 日 係長連絡会

17～21 日 平成 3 年度 目 録 シ ス テ ム 講習 会 （ 地 域 講 習

会 ） （於 ： 金沢大学附属図書館， 富 山 医 科

薬科大学 附 属 図書館 ）
26 日 第38回国立大学図書館協議会総会 準 備 理 事

会 （於 ： 高志会 館 ）
27～28 日 第38回国立大学図書館協議会総会 （ 於 官E主日r 

山 県民会館）

水 素 同 位体機能研究 セ ン タ ー

5 月 10 日 第 1 回水素同位体機能研究セ ン タ ー専門委員会

13 日 第 1 回水素同位体機能研究セ ン タ ー運営委員会

（持 ち 回 り ）

R ・ I 教育訓練
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20 日 R • I 特別健康診断 5 月 10 日 定期胸部 X 線間接撮影 （ 各学部女子学生）

地域共同研究セ ン タ ー i 13 日 定期胸部 X 線間接撮影 （各学部女子学生 ）

14 日 定期胸部 X 線間接撮影 （各学部男 子学生 〉

5 月 17 日

27 日

28 日

29 日

6 月 28日

5 月 8 日

9 日

15 日 定期健康診断 （経済学部3, 4年 生 ， 大 学 院

帯広市役所関係者視察 生 ）
ハ イ テ ク ゼ ミ ナ ー ノレ 「情報処理 ・ 人 口 知 能 20 日 定期胸部 X 線間接撮影 （教職員及 び 各 学 部
コ ー ス 」 ( 7 月 29 日 ま で ） 男子学生）
ハ イ テク ゼ ミ ナ－）レ 「菊積雪材コース」 （ 7 月30日まで） 21 日 定期胸部 X 線間接撮影 （教職員及 び 各 学 部
ハ イ テ ク ゼ ミ ナ ー jレ 「 メ カ ト ロ コ ー ス 」 男子学生）

( 7 月 31 日 ま で ） 22 日 定期健康診断 （教育学部3, 4年 生 ， 専 攻 科

日 本学術会議関係者視察 生）

23 日 定期胸部 X 線間接撮影 （教職員及 び 教 養 部

女子学生）

27 日 定期胸部 X 線間接撮影 （教職員及 び 教 養 部

定期健康診断 （人文学部及 び理学部3, 4 年 女子学生 ）

生， 大学院生 ） 28 日 定期胸部 X 線間接撮影 （教職員及 び 教 養 部

定期胸部 X 線間接撮影 （各学部女子学生） 男子学生）

平 成 3 年 度 国 家 公 務 員 健 康 週 間

平成 3 年 1 0月 1 日 （刈 ～ 1 0月 7 日 （月）

「心 と か ら だ に ゆ と り i n g 」

平 成 3 年 度 教 職 員 文 化 展 の 作 品 募 集

1 0月 30 日 （ボ ～ 1 1 月 1 日 佳） （予定）

学 生 会 館 2 階

教職員並 び に 御家 族 の 展示作品 を募集 し ま す の で， 多 数 出 品 く だ さ い ま す よ う

お 願 い し ま す O
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編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課

富 山 市 五 福 3 1 9 0 
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